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　大阪商工会議所はこのほど、公式
インスタグラムを開設。大商の日々
の活動を、ビジュアルを活用しなが
らタイムリーに発信。

Ｘで取引先拡大を支援

@mail04osakacci

　大阪商工会議所は会員企業から最
も関心の高い「取引先・販路開拓」
に資するため、大商主催の商談会や
交流会、販路開拓セミナーなどの情
報をＸ（旧ツイッター）で発信。

大
阪
商
工
会
議
所
は
こ
の
ほ
ど
、「
２
０
２
７
年
度
中
堅
・
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策

に
関
す
る
要
望
」
を
、
首
相
、
経
済
産
業
相
は
じ
め
政
府
関
係
機
関
・
与
党
幹
部
、
大

阪
府
知
事
、
大
阪
市
長
ら
に
建
議
し
た
。
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る

中
小
企
業
等
に
対
す
る
総
合
的
な
対
策
と
予
算
措
置
を
緊
急
要
望
と
し
て
求
め
た
。
ま

た
、
構
造
的
な
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
生
産
性
向
上
・
省
人
化
投
資
支
援
や
、

中
小
企
業
等
が
様
々
な
主
体
と
の
「
共
創
」
に
よ
っ
て
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
た
め

の
補
助
金
の
創
設
な
ど
、
合
計
５２
項
目（
う
ち
新
規
要
望
は
３３
項
目
）を
盛
り
込
ん
だ
。

大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井

信
吾
会
頭
は
６
月
２１
〜
２２

日
、中
国
・
北
京
を
訪
問
し
、

「
第
４
回
中
国
国
際
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
促
進
博
覧
会
」

の
前
夜
祭
・
開
幕
式
に
出
席

し
た
。

同
博
覧
会
は
、
大
阪
・
関

西
万
博
中
国
パ
ビ
リ
オ
ン
の

運
営
団
体
、
中
国
国
際
貿
易

促
進
委
員
会
（
国
貿
促
）
が

主
催
す
る
も
の
。
今
回
は
８５

の
国
・
地
域
・
機
関
か
ら
６

７
６
社
が
参
加
し
た
。
鳥
井

会
頭
も
、
２
０
２
４
年
か
ら

３
年
連
続
で
、
国
貿
促
の
任

鴻
斌
会
長
か
ら
招
待
を
受
け

て
、
訪
中
し
た
。

鳥
井
会
頭
は
２１
日
、
国
貿

促
の
林
紅
紅
副
会
長
と
面
会

し
、
今
後
の
交
流
継
続
で
一

致
し
た
。
前
夜
祭
で
は
、
任

鴻
斌
会
長
や
李
慶
霜
副
会
長

ら
と
も
大
阪
・
関
西
万
博
で

深
め
た
親
交
を
振
り
返
り
、

和
や
か
に
会
話
し
た
。
２２
日

の
開
幕
式
で
は
、
丁
薛
祥
常

務
副
総
理
が
登
壇
し
、
中
東

情
勢
を
背
景
に
高
ま
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
再
構
築
の
重

要
性
な
ど
に
言
及
し
た
。

エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
テ

ル
、
シ
ー
メ
ン
ス
な
ど
の
外

資
系
企
業
も
多
数
参
加
し
て

お
り
、
日
本
か
ら
は
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
住
友
電
気
工
業
な

ど
が
出
展
。
ま
た
、
今
回
か

ら
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
・
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
エ
リ
ア
が
新
設

さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
同
分

野
へ
の
注
力
度
の
高
さ
が
う

か
が
わ
れ
た
。

世
界
情
勢
が
不
安
定
な

中
、
日
本
企
業
が
戦
略
的
多

角
的
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
と
可
能
性
が
感
じ
ら
れ

る
展
示
会
で
あ
っ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
の
ブ
ー
ス
を
視

察
す
る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭

（
右
か
ら
４
人
目
）
�
６
月
２２

日
、
中
国
・
北
京

大商の鳥井信吾会頭（中央）と記念撮影する有光工業の有光大幸社長（右）、
プリマールの西陽介代表取締役（左）�６月２４日、大商

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ

る
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
化

学
品
の
供
給
不
足
は
、
中
小

企
業
等
が
こ
の
数
年
取
り
組

ん
で
き
た
価
格
転
嫁
や
賃
上

げ
な
ど
の
経
営
努
力
を
飲
み

込
ん
で
し
ま
い
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
、
資
金
繰
り
支
援
の

強
化
や
雇
用
維
持
、
価
格
転

嫁
の
徹
底
、
代
替
製
品
へ
の

切
替
え
支
援
な
ど
を
、
来
年

度
予
算
の
編
成
を
待
た
ず

「
緊
急
要
望
」
と
し
て
政
府

に
迅
速
な
対
応
を
訴
え
た
。

ま
た
、
中
小
企
業
等
の
人

手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

当
初
予
算
で
の
十
分
な
措
置

や
、
政
府
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
提
示
、
今
年
度

か
ら
全
国
に
設
置
さ
れ
て
い

る
「
生
産
性
向
上
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
活
用
促
進
な
ど
を

要
望
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
経

済
の
重
要
な
支
え
手
で
あ
る

外
国
人
材
に
つ
い
て
、
受
け

入
れ
上
限
枠
の
見
直
し
も
盛

り
込
ん
だ
。

大
阪
・
関
西
万
博
を
機
に

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
「
共

創
」
に
つ
い
て
、
大
商
が
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
他
社
や
大

学
等
と
の
共
創
に
関
心
の
あ

る
企
業
が
７
割
を
超
え
た
一

方
、
共
創
を
担
当
で
き
る
社

内
人
材
の
不
足
や
、
共
創
相

手
の
探
索
が
課
題
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
組
成
す
る
際
の
専
門
家
の

活
用
支
援
や
、
共
創
相
手
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、
さ
ら

に
、
共
創
に
取
り
組
む
中
小

企
業
が
活
用
で
き
る
補
助
金

の
創
設
を
求
め
た
。

そ
の
ほ
か
、
事
業
承
継
に

関
す
る
支
援
体
制
の
強
化
な

ど
を
要
望
し
た
。

同
要
望
は
中
小
企
業
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
も

と
に
、
中
堅
・
中
小
企
業
委

員
会
（
委
員
長
�
更
家
悠
介

・
サ
ラ
ヤ
社
長
）
で
取
り
ま

と
め
、
建
議
し
た
も
の
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
と
大
阪
信
用
金
庫
が
共
同
展
開
し
た
万
博
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
身
近
な
課
題
や
世
界
の
お

困
り
ご
と
を
大
阪
の
町
工
場
が
解
決
し
ま
す
！
」（
以
下
、
町
工
場
Ｒ
Ｃ
）か
ら
、
展
示
さ
れ
た
試
作
品
の
製
品
化
第

２
号
、
第
３
号
が
こ
の
ほ
ど
、
同
時
に
誕
生
し
た
。
第
２
号
は
「
デ
オ
キ
シ
鮮
度
コ
ス
メ
」、
第
３
号
は
「
常
温
煙

霧
機
」。
１
月
に
発
表
し
た
製
品
化
第
１
号
の
超
極
細
チ
ュ
ー
ブ「
ナ
ノ
フ
レ
ッ
ク
ス
®
」に
続
く
快
挙
。
い
ず
れ
も

大
阪
・
関
西
万
博
の
「
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
」
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
技
術
で
あ
り
、
大
阪
の
町
工
場

の
圧
倒
的
な
「
社
会
実
装
力
」
を
世
に
示
す
象
徴
的
な
事
例
と
な
っ
た
。

第
２
号
は
プ
リ
マ
ー
ル

（
大
阪
府
摂
津
市
）
が
開
発

し
た
酸
化
を
止
め
た
独
自
の

脱
酸
素
製
法
「
デ
オ
キ
シ

鮮
度
コ
ス
メ
」。７
月
中
旬
か

ら
Ｏ
Ｄ
Ｍ
（
相
手
先
ブ
ラ
ン

ド
に
よ
る
設
計
・
製
造
）
供

給
を
始
め
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
化
粧
品
受
託
製
造
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る

同
社
は
、
万
博
で
披
露
し
、

美
容
業
界
か
ら
高
い
関
心
を

集
め
た
独
自
技
術
「
脱
酸
素

製
法
®
」
の
量
産
体
制
を
確

立
し
た
。
同
技
術
に
よ
り
、

使
用
直
前
ま
で
成
分
を
「
酸

化
抑
制
さ
れ
た
」
状
態
に
保

つ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
作

り
立
て
に
近
い
鮮
度
を
保
っ

た
化
粧
品
の
提
供
が
実
現
す

る
。「
大
阪
の
町
工
場
の
実
装

力
」
を
美
容
・
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
分
野
で
示
す
象
徴
的
な

事
例
。

第
３
号
は
有
光
工
業
（
大

阪
市
）
が
開
発
し
た
自
動
防

除
で
農
作
業
を
劇
的
に
省
力

化
す
る「
常
温
煙
霧
機
」。
高

圧
ポ
ン
プ
技
術
で
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る

同
社
は
、
万
博
で
の
展
示
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
意
見
や
評

価
を
も
と
に
改
良
を
重
ね
、

大
規
模
ハ
ウ
ス
栽
培
に
お
け

る
自
動
防
除
シ
ス
テ
ム
の
中

核
と
な
る
常
温
煙
霧
機
を
開

発
し
た
。「
大
阪
の
町
工
場
の

技
術
力
」
が
、
１
次
産
業
の

深
刻
な
高
齢
化
・
担
い
手
不

足
を
解
決
す
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
を
牽
引
す
る
象
徴

的
事
例
。
万
博
で
の
展
示
期

間
中
、
来
場
し
た
子
ど
も
か

ら
の
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
過

酷
な
作
業
を
こ
の
シ
ス
テ
ム

で
救
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

切
実
な
エ
ー
ル
を
胸
に
、
開

発
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て

製
品
化
・
上
市
ま
で
到
達
し

た
。大

商
は
万
博
閉
幕
後
も
、

展
示
を
一
時
的
な
活
動
で
終

わ
ら
せ
な
い
よ
う
町
工
場
Ｒ

Ｃ
の
出
展
企
業
や
大
学
、
各

支
援
機
関
が
参
加
す
る
「
成

果
報
告
・
共
創
交
流
会
」
を

開
く
な
ど
、
大
手
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
や
社
会
実
装
に

向
け
た
課
題
解
決
を
継
続
的

に
支
援
し
て
き
た
。

今
回
の
製
品
化
も
、
大
商

が
長
年
注
力
し
て
き
た
「
町

工
場
の
技
術
力
と
未
来
市
場

の
接
続
」が
結
実
し
た
事
例
。

引
き
続
き
、
町
工
場
Ｒ
Ｃ
か

ら
生
ま
れ
る
１９
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
事
業
化
・
上
市
を
継
続

的
に
支
援
し
、
万
博
レ
ガ
シ

ー
を
実
社
会
へ
と
つ
な
ぐ
た

め
、
出
展
企
業
の
事
業
化
を

強
力
に
後
押
し
し
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

大阪商工会議所が実施する財務諸表に
関する知識や分析力を養う「ビジネス会
計検定試験」。今回は、合格者の声、出題
例なども交えて紹介する。

大阪商工会議所は、朝日新聞社など
とフェルメール�真珠の耳飾りの少
女�展の夜間特別鑑賞会を大阪中之島
美術館（大阪市北区）で開催する。
世界的画家フェルメールの傑作�真

珠の耳飾りの少女�は、オランダのマ
ウリッツハイス美術館の改修に伴い、
世界でただ１カ所、大阪中之島美術館
への招致が実現した。世界の至宝とさ
れる作品であり、同展終了後は、全世
界で「巡回予定がない」とされる。
夜間特別鑑賞会には、同展覧会に協

賛する「フェルメールサポーターズ」
を協賛金額に応じて招待する。協賛金
額に応じた招待券も提供する。
問合せ 地域振興部�６９４４・６３２３

大
阪
商
工
会
議
所
の
更
家

悠
介
中
堅
・
中
小
企
業
委
員

長
（
サ
ラ
ヤ
社
長
）
が
６
月

２５
日
、
武
田
家
明
近
畿
経
済

産
業
局
長
を
訪
問
し
、「
２
０

２
７
年
度
中
堅
・
中
小
・
小

規
模
企
業
対
策
に
関
す
る
要

望
」
の
実
現
を
求
め
た
。

武
田
局
長
か
ら
「
中
東
情

勢
の
影
響
で
供
給
の
目
詰
ま

り
が
起
き
て
い
る
シ
ン
ナ
ー

に
つ
い
て
、
事
業
者
が
メ
ー

カ
ー
か
ら
直
接
購
入
で
き
る

仕
組
み
の
運
用
を
始
め
る
な

ど
、
流
通
円
滑
化
に
引
き
続

き
取
り
組
む
」
「
事
業
承
継

・
Ｍ
＆
Ａ
支
援
や
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
」
と
発
言
が
あ
っ

た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

２１
日
、「
〜
そ
の
事
業
計
画
、

本
当
に
生
き
て
ま
す
か
？

〜
経
営
大
学
院
講
師
に
学
ぶ

�
事
業
計
画
の
正
解
�
」
を
開

催
す
る
。

大
企
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
ま
で
幅
広
く
新
規
事
業

の
策
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
ツ
ー
ル
を

展
開
す
る
、
プ
ロ
フ
ィ
ナ
ン

ス
の
木
村
義
弘
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
登
壇
し
、「
事
業
を

成
長
さ
せ
る
�
事
業
計
画
の

正
解
�」を
テ
ー
マ
に
解
説
す

る
。そ
の
ほ
か
、「
新
規
事
業
」

を
テ
ー
マ
に
参
加
者
間
の
交

流
を
深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
す
る
。
終
了
後
に
懇
親

会
の
場
も
設
け
る
。

万
博
レ
ガ
シ
ー
の
具
体
化

に
向
け
、
大
商
が
京
都
・
神

戸
の
商
工
会
議
所
と
連
携

し
、
中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
新
た
な
技
術
・
サ
ー
ビ

ス
の
社
会
実
装
（
上
市
）
を

支
援
す
る
「
新
事
業
共
創
フ

ァ
ー
ム
」
の
一
環
。

今
回
は
、
新
事
業
創
出
を

目
指
す
中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
と
大
企
業
や
支
援
機
関

な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

拡
大
す
る
「
フ
ァ
ー
ム
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
交
流
会
」
の
プ
レ

企
画
で
、
交
流
会
は
今
後
定

期
的
に
開
催
す
る
。

午
後
３
時
３０
分
〜
５
時
１５

分
、
都
心
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
「
Ｘ
ｐ
ｏ

ｒ
ｔ
」（
大
阪
市
北
区
）で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大阪商工会議所は大阪信用金庫、地
方独立行政法人大阪産業技術研究所と
ともに７月３０日、「万博発技術を次のビ
ジネスへ－共創型ピッチ＆交流会」を
開く。
これは、万博出展企業などによる技

術・アイデア発信を起点に、対話と交
流を通じて具体的な共創や協業につな
げる「事業実現型ミートアップ」。万博
出展企業によるショートピッチ、少人
数での対話型グループディスカッショ
ン、将来の協業を見据えた個別交流で
構成する。
午後２～５時、大阪信用金

庫宿院支店（堺市堺区）で。
問合せ 経営相談室

�６９４４・６４５１
武田家明近畿経済産業局長（左）に
要望書を手交する大商の更家悠介中
堅・中小企業委員長�６月２５日、大
阪市

２
０
２
６
年
度
１
号
議
員

選
挙
の
選
挙
人
名
簿
縦
覧
を

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

	
縦
覧
期
間


８
月
１０
、

１２
、
１３
日

	
縦
覧
時
間


午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

	
縦
覧
場
所


大
阪
商
工
会

議
所
４
階
４
０
２
号
会
議
室

こ
の
縦
覧
は
、
８
月
１
日

現
在
に
お
い
て
選
挙
資
格
を

調
査
し
た
後
、
調
製
し
た
選

挙
人
名
簿
の
記
載
事
項
に
つ

い
て
会
員
お
よ
び
特
定
商
工

業
者
の
方
に
ご
確
認
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
で
す
。
記
載

事
項
に
異
議
が
あ
る
場
合

は
、
縦
覧
期
間
中
に
そ
の
旨

を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。な

お
、
会
員
お
よ
び
特
定

商
工
業
者
の
方
が
選
挙
資
格

を
有
す
る
に
は
８
月
１
日
ま

で
に
会
費
・
負
担
金
を
ご
納

入
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
期
限
ま
で
に
納
入
が
な

い
場
合
、
２
０
２
６
年
度
１

号
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙

権
な
ら
び
に
被
選
挙
権
（
会

員
の
み
）
を
停
止
し
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
納
入
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
会
員
部
会
員
組

織
担
当
�
６
９
４
４
・
６
２

５
１

小
説
家
に
な
ろ
う

「
異
世
界
転
生
も
の
」
全

盛
で
あ
る
。
何
か
と
い
う
と

「
な
ろ
う
系
」
と
言
わ
れ
る

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
こ
と
▼

「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
と
い

う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
説
投

稿
サ
イ
ト
に
応
募
さ
れ
た
小

説
は
、
本
格
的
な
小
説
と
は

言
い
難
い
も
の
の
、
そ
の
読

み
や
す
さ
か
ら
学
生
を
中
心

に
人
気
が
あ
り
、
続
々
と
コ

ミ
カ
ラ
イ
ズ
・
ア
ニ
メ
化
さ

れ
て
い
る
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

か
ら
日
常
系
ま
で
幅
広
く
、

話
し
言
葉
の
よ
う
な
長
い
題

名
が
特
徴
的
▼
そ
の
中
で
も

「
異
世
界
転
生
」
ジ
ャ
ン
ル

が
、
こ
こ
数
年
大
人
気
で
あ

る
。普
通
の
現
代
日
本
人
が
、

ゲ
ー
ム
世
界
の
よ
う
な
中
世

風
異
世
界
に
転
生
し
大
活
躍

す
る
―
と
い
う
の
が
典
型
的

な
ス
ト
ー
リ
ー
▼
ポ
イ
ン
ト

は
、
主
人
公
が
冴
え
な
い
学

生
や
社
畜
と
呼
ば
れ
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
多
い
こ
と
で
、

特
に
努
力
せ
ず
に
現
代
知
識

を
基
に
�
天
下
無
双
�
し
、

転
生
先
で
崇
拝
さ
れ
る
展
開

が
お
約
束
。
一
昔
前
の
漫
画

の
よ
う
に
、
努
力
し
て
強
い

敵
に
立
ち
向
か
う
英
雄
譚
と

は
一
線
を
画
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
タ
イ
パ
を
意
識
す
る

現
代
風
で
あ
る
▼
商
工
会
議

所
は
、
異
世
界
風
に
言
う
と

「
商
人
ギ
ル
ド
」
か
。
現
実

で
は�
何
も
せ
ず
に
大
成
功
�

と
は
い
か
な
い
が
、
他
人
と

違
う
工
夫
や
努
力
が
報
わ
れ

商
売
繁
盛
と
な
る
よ
う
、
手

助
け
で
き
る
組
織
で
あ
り
た

い
。

（
王
国
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

フェルメール
�真珠の耳飾りの少女�展

夜間特別鑑賞会

万博発技術を次のビジネスへ
共創型ピッチ＆交流会

�特集�ビジネス会計検定で数字に強
い人材育成 �

サントリーの新規事業開発事例 �

中中
東東
情情
勢勢
緊緊
迫迫
化化
をを
受受
けけ
たた
緊緊
急急
対対
応応
、、

中中
小小
のの
生生
産産
性性
向向
上上
、、��
共共
創創
��支支
援援
をを

更
家
中
堅
・
中
小
企
業
委
員
長
が

１号議員選挙
選挙人名簿縦覧
８月１０、１２、１３日

武
田
近
経
局
長
に
建
議

中
小
企
業
対
策
を
要
望

新
技
術
・
新
サ
ー
ビ
ス
創
出
の
仲
間
づ
く
り

中
国
国
際
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
促
進
博
覧
会

８
月
２１
日

交
流
会
が
キ
ッ
ク
オ
フ

鳥
井
会
頭
が
視
察

製品化の第２号と第３号
万博�町工場リボーンチャレンジ	から

▼詳細は
こちら

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

https���www.osaka.cci.or.jp�
dnews�
ログインＩＤ d2026

ＷＥＢ版
大商ニュース

プ
リ
マ
ー
ル

デ
オ
キ
シ
鮮
度
コ
ス
メ

有
光
工
業

常
温
煙
霧
機

２０２６年（令和８年）７月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１４００（１）
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足
元
の
国
内
景
気
・
自
社

業
況
が「
下
降
」と
回
答
し
た

企
業
か
ら
は
中
東
情
勢
の
緊

迫
化
の
影
響
に
よ
る
燃
料
・

原
材
料
価
格
の
高
騰
や
石
油

由
来
製
品
の
供
給
制
約
、
海

外
旅
行
需
要
の
減
少
、
先
行

き
不
透
明
感
の
高
ま
り
な
ど

を
指
摘
す
る
声
が
あ
っ
た
。

一
方
、「
上
昇
」
と
回
答
し
た

企
業
か
ら
は
人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）需
要
の
高
ま
り
で
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
向
け
の
高
性
能

半
導
体
へ
の
投
資
が
活
況
と

の
声
が
あ
っ
た
ほ
か
、
株
高

に
よ
る
富
裕
層
の
高
額
品
消

費
の
増
加
、
中
国
の
訪
日
自

粛
ム
ー
ド
の
緩
和
な
ど
を
指

摘
す
る
声
が
あ
っ
た
。
先
行

き
７
〜
９
月
期
は
、
国
内
景

気
、
自
社
業
況
と
も
マ
イ
ナ

ス
圏
で
推
移
す
る
見
込
み
。

人
手
に
関
す
る
現
状
に
つ

い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
人
手

を
十
分
に
確
保
で
き
て
い
な

い
」
と
の
回
答
が
４１
・
８
％

と
な
っ
た
。
人
手
の
不
足
感

が
強
い
職
種
と
し
て
、
大
企

業
で
は
「
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
等
」

（
２０
・
２
％
）、中
小
企
業
で

は「
販
売
・
営
業
」（
２９
・
６

％
）
が
最
多
と
な
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推

進
の
度
合
い
に
つ
い
て
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
全
社
戦
略
に
基

づ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
の
回
答
は
、
大
企
業
で
７８

・
７
％
、
中
小
企
業
で
４３
・

３
％
と
な
り
、
中
小
企
業
の

Ｄ
Ｘ
推
進
の
遅
れ
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

調
査
は
５
月
１３
〜
２７
日
、

１
４
７
４
社
を
対
象
に
実
施

し
、
４
２
８
社
か
ら
回
答
を

得
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
関
西
経
済
連
合
会
と
共
同
で
四
半
期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

「
経
営
・
経
済
動
向
調
査
」
の
結
果
を
こ
の
ほ
ど
、
公
表
し
た
。
足
元
４
〜
６
月
期
の

国
内
景
気
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
（
「
上
昇
」
と
回
答
し
た
割
合
か
ら
「
下
降
」
と
回
答
し
た
割
合
を

引
い
た
値
）
は
マ
イ
ナ
ス
１８
・
５
と
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
。
一
方
、
自
社
業
況

は
マ
イ
ナ
ス
１
・
９
と
小
幅
な
マ
イ
ナ
ス
に
と
ど
ま
っ
た
。大
企
業
は
プ
ラ
ス
７
・
３
、

中
小
企
業
は
マ
イ
ナ
ス
９
・
６
と
企
業
規
模
に
よ
り
差
が
見
ら
れ
た
。

今
年
度
、
大
阪
商
工
会
議
所
で
は
、
会
員
の
代
表
で
あ

る
議
員（
定
数
１
５
０
人
）の
改
選
が
行
わ
れ
る
。
現
在
、

大
商
は
各
部
会
で
２
号
議
員
の
選
任
を
行
っ
て
い
る
。
任

期
は
２
０
２
６
年
１１
月
１
日
か
ら
２９
年
１０
月
末
ま
で
。
６

月
１６
〜
２５
日
に
選
任
さ
れ
た
２
号
議
員
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
、
氏
名
五
十
音
順
。
会
社
名
・
役
職
名
は
選
任
時
点

の
も
の
）

◎
機
械
部
会
（
６
月
１６
日
選

任
）
有
光
幸
紀
（
有
光
工
業

取
締
役
会
長
）、
岩
波
清
久

（
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｒ
代
表
取
締

役
会
長
）、
�
瀬
恭
子（
広
瀬

製
作
所
代
表
取
締
役
社

長
）、
宮
川
恭
一（
レ
ッ
キ
ス

工
業
取
締
役
相
談
役
）、吉
川

秀
�
（
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
）

◎
マ
テ
リ
ア
ル
部
会
（
６
月

１７
日
選
任
）
笠
谷
昌
宏
（
カ

サ
タ
ニ
代
表
取
締
役
社

長
）、
田
渕
宏
政（
タ
ブ
チ
取

締
役
会
長
）、
松
本
將（
マ
ツ

六
代
表
取
締
役
社
長
）

◎
サ
ー
ビ
ス
産
業
部
会
（
６

月
１８
日
選
任
）小
谷
泰
造（
イ

ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
名
誉
会

長
）、
酒
井
朋
久（
サ
ン
ト
リ

ー
興
産
代
表
取
締
役
会

長
）、
西
村
�
至（
近
鉄
・
都

ホ
テ
ル
ズ
取
締
役
会
長
）、長

谷
川
惠
一
（
エ
ー
ル
学
園
総

長
）、
平
野
賀
久（
Ｊ
Ｒ
西
日

本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
取

締
役
会
長
）、
深
井
喜
久（
双

葉
商
事
代
表
取
締
役
社

長
）、
福
島
伸
一（
大
阪
観
光

局
会
長
）、
南
昭
彦（
コ
ス
モ

建
物
管
理
代
表
取
締
役
社

長
）、
山
本
秀
策（
山
本
特
許

法
律
事
務
所
弁
理
士
）、山
谷

佳
之
（
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
代

表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

◎
建
設
・
建
材
部
会
（
６
月

１９
日
選
任
）
浅
沼
誠
（
淺
沼

組
代
表
取
締
役
社
長
）、伊
藤

正
雄
（
大
阪
木
材
相
互
市
場

代
表
取
締
役
社
長
）、奥
村
太

加
典
（
奥
村
組
代
表
取
締
役

社
長
）、
指
田
孝
太
郎（
日
本

建
築
協
会
会
長
）、土
井
義
宏

（
き
ん
で
ん
代
表
取
締
役
会

長
）、
藤
原
達
志（
関
電
プ
ラ

ン
ト
取
締
役
常
務
執
行
役

員
）、
渡
津
弘
己（
鴻
池
組
代

表
取
締
役
社
長
）

◎
紙
・
印
刷
部
会
（
６
月
１９

日
選
任
）
川
本
洋
祐
（
レ
ン

ゴ
ー
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ

Ｏ
Ｏ
）、
黒
田
章
裕（
コ
ク
ヨ

会
長
）

◎
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

（
６
月
２３
日
選
任
）
伊
藤
毅

（
参
天
製
薬
代
表
取
締
役
社

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
加
藤
敬
太

（
積
水
化
学
工
業
取
締
役
会

長
）、
相
良
暁（
小
野
薬
品
工

業
代
表
取
締
役
取
締
役
会
長

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
手
代
木
功（
塩
野

義
製
薬
代
表
取
締
役
会
長
兼

社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
牧
野
明
次

（
岩
谷
産
業
代
表
取
締
役
会

長
）

◎
生
活
用
品
部
会
（
６
月
２５

日
選
任
）
更
家
悠
介
（
サ
ラ

ヤ
代
表
取
締
役
社
長
）、水
野

明
人
（
ミ
ズ
ノ
代
表
取
締
役

社
長
）

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博

覧
会
の
第
４
回
成
果
検
証
委

員
会
が
６
月
５
〜
１０
日
、
書

面
で
開
催
さ
れ
た
。

同
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
、

万
博
レ
ガ
シ
ー
展
開
の
基
本

方
針
と
し
て
、
万
博
で
生
ま

れ
た「
つ
な
が
り
」の
活
用
、

創
造
活
動
の
深
化
・
展
開
、

夢
洲
の
「
場
の
記
憶
」
の
継

承
と
い
う
３
つ
の
柱
で
議
論

し
て
き
た
。

同
委
員
会
が
取
り
ま
と
め

た
報
告
書
で
は
、
剰
余
金
を

３
つ
の
柱
に
均
等
に
配
分

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ワ
イ
ド
と
大
阪
・
関
西

ワ
イ
ド
に
割
り
振
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。「
つ
な
が
り
」
の

活
用
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ワ
イ
ド
、
大
阪
・

関
西
ワ
イ
ド
で
均
等
に
配

分
、
創
造
活
動
の
深
化
・
展

開
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ワ
イ
ド
の
展
開
を
中

心
に
、
大
阪
・
関
西
ワ
イ
ド

に
も
３
割
程
度
で
配
分
、「
場

の
記
憶
」
の
継
承
で
は
、
大

阪
・
関
西
ワ
イ
ド
で
の
展
開

を
中
心
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
イ
ド
に
も
３

割
程
度
配
分
す
る
。

報
告
書
は
、
６
月
に
実
施

さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
と
委
員
・
関
係
者
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
、
６
月
１６

日
に
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
さ
れ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
女
性
会

（
会
長
�
久
保
田
光
恵
・
ア

ー
ク
テ
ィ
ッ
ク
代
表
取
締

役
）
は
６
月
２９
日
、
２
０
２

６
年
度
通
常
総
会
を
大
阪
市

内
で
開
き
、
９８
人
の
会
員
が

出
席
し
た
（
写
真
）。

久
保
田
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
引
き
続
き
、
２
０
２
５
年

度
事
業
報
告
案
・
収
支
決
算

案
、
２
０
２
６
年
度
事
業
計

画
案
・
収
支
予
算
案
を
審
議

し
、
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
選
任

を
行
い
、
会
長
に
久
保
田
光

恵
氏（
再
任
）、
副
会
長
に
宮

部
忍
氏（
再
任
）、
豊
原
文
美

氏（
再
任
）、
鈴
木
美
和
子
氏

（
新
任
）
、
安
岡
優
子
氏
（
新

任
）
が
選
任
さ
れ
た
。

昼
食
懇
談
会
で
は
、
鳥
井

信
吾
会
頭
、
立
野
純
三
副
会

頭
、
近
藤
博
宣
専
務
理
事
、

玉
川
弘
子
常
務
理
事
・
事
務

局
長
を
来
賓
に
迎
え
、
鳥
井

会
頭
の
乾
杯
発
声
に
よ
り
開

会
。
出
席
者
は
、
和
や
か
に

昼
食
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
後
、立
野
副
会
頭（
ユ

ニ
オ
ン
社
長
）
が
「
ユ
ニ
オ

ン
の
も
の
づ
く
り
と
未
来
へ

の
挑
戦
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。大

商
女
性
会
は
、
女
性
経

営
者
の
資
質
向
上
と
交
流
を

目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
総
務
担
当
�
６

９
４
４
・
６
２
１
５

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１１

月
１
日
に
行
わ
れ
る
「
四
天

王
寺
ワ
ッ
ソ
」（
主
催
�
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
大
阪
ワ
ッ
ソ
文
化
交

流
協
会
）
へ
の
寄
付
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

同
行
事
は
、
東
ア
ジ
ア
と

大
阪
と
の
古
代
か
ら
の
交
流

の
歴
史
を
雅
や
か
に
再
現
す

る
こ
と
で
、
相
互
理
解
を
深

め
、
現
代
の
国
際
交
流
を
促

進
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

開
か
れ
、
大
阪
の
に
ぎ
わ
い

創
出
と
活
性
化
に
寄
与
す
る

も
の
。
今
年
で
３３
回
目
を
迎

え
る
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

看
護
師
と
し
て
、
１４
年
間
、
医
療
機

関
で
多
く
の
患
者
様
と
向
き
合
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
日
々
の
看
護
の
現
場
で

は「
家
に
帰
り
た
い
」「
も
う
一
度
好
き

な
場
所
へ
行
き
た
い
」
と
い
っ
た
、
一

人
ひ
と
り
の
願
い
に
触
れ
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
感
じ
た
の
は
、

医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
そ

の
人
ら
し
く
生
活
し
、
安
心
し
て
外
出

で
き
る
環
境
の
大
切
さ
で
す
。
移
動
に

不
安
が
あ
る
こ
と
で
、
通
院
や
外
出
を

諦
め
て
し
ま
う
方
や
、
ご
家
族
が
大
き

な
負
担
を
抱
え
て
い
る
現
実
を
目
の
当

た
り
に
し
、「
看
護
師
と
し
て
の
経
験
を

活
か
し
、
移
動
の
面
か
ら
支
え
た
い
」

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
に
介
護
タ
ク
シ
ー
事
業

を
開
始
。
長
年
の
看
護
師
経
験
を
持
つ

ド
ラ
イ
バ
ー
が
対
応
す
る
た
め
、
利
用

者
の
体
調
に
万
全
に
配
慮
し
、
通
院
を

は
じ
め
、
買
い
物
、
お
墓
参
り
な
ど「
行

き
た
い
」
を
叶
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

事
業
運
営
で
は
、
課
題
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
大
阪
商
工
会

議
所
の
女
性
起
業
家
対
象
の
少
人
数
制

の
勉
強
会
に
参
加
し
て
得
た
学
び
を
通

じ
て
、
事
業
の
方
向
性
が
明
確
に
な
り

ま
し
た
。
同
じ
志
を
持
つ
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ト
ナ
ー
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
相
談

で
き
る
相
手
、
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
仲

間
が
で
き
た
こ
と
は
、
人
生
に
お
い
て

も
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
９
歳
と
５
歳

の
子
ど
も
を
育
て
る
二
児
の
母
で
も
あ

り
ま
す
。
育
児
と
仕
事
の
両
立
は
目
が

回
る
ほ
ど
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、一
方
、

人
と
の
出
会
い
や
挑
戦
の
喜
び
を
実
感

す
る
日
々
で
も
あ
り
ま
す
。
パ
ワ
フ
ル

な
母
親
を
目
指

し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
も

「
夢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と

の
楽
し
さ
」
を

伝
え
ら
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら

も
日
々
精
進
し

て
ま
い
り
ま

す
。

◇
大
商
の
事
業

を
利
用
し
て
活

躍
す
る
女
性
起

業
家
の
声
を
紹

介
す
る
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
女

性
起
業
家
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
や
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
ロ

ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
起
業
家

を
招
聘
し
た
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

と
交
流
会
を
年
４
回
開
く
。

第
２
回
は
、
ベ
ホ
マ
ル
の

西
原
麻
友
子
代
表
取
締
役
と

M
erci

B
racelet

Je
w
elry

の
隅
田
あ
す
か
代

表
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
迎
え

る
。西

原
代
表
は
、
大
手
メ
ー

カ
ー
で
材
料
開
発
に
従
事
し

た
後
、２
０
２
２
年
に
創
業
。

バ
イ
オ
マ
ス
由
来
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
吸
収
材
や
Ｃ

Ｏ
２

吸
収
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

開
発
に
取
り
組
み
、
大
学
な

ど
と
連
携
し
、
社
会
実
装
を

進
め
て
い
る
。
隅
田
代
表
は

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
経
験
を
積
み
、退
社
後
、

パ
リ
の
ア
ト
リ
エ
で
創
作
を

深
め
、
現
在
は
百
貨
店
な
ど

で
オ
ー
ダ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開

く
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
通
じ
て

「
持
続
可
能
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
天
然

石
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

当
日
は
、
共
創
に
よ
り
世

界
初
の「
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
う
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
」
を
開
発
し
た
二

人
が
、
起
業
の
き
っ
か
け
や

事
業
を
続
け
る
中
で
直
面
し

た
課
題
の
乗
り
越
え
方
、
技

術
を
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
価

値
へ
と
つ
な
げ
る
工
夫
、
そ

し
て
異
業
種
連
携
に
よ
る
新

し
い
可
能
性
に
つ
い
て
講
演

す
る
。

８
月
８
日
午
後
２
時
〜
４

時
３０
分
、
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン

大
阪
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」

（
大
阪
市
北
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大
阪
商
工
会
議
所
は
６
月

２４
日
、
第
２７
回
常
議
員
会
を

開
き
、
�
会
員
加
入
�
「
２

０
２
７
年
度
中
堅
・
中
小
・

小
規
模
企
業
対
策
に
関
す
る

要
望
」
�
第
７
回
通
常
議
員

総
会
に
上
程
す
る
議
案
�

「
大
阪
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
認

証
登
録
制
度
」
の
推
進
に
か

か
る
協
定
書
の
締
結
	
２
０

２
６
年
度
四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ

へ
の
協
力


顧
問
・
参
与
の

委
嘱
の
承
認
�
委
員
会
委
員

の
委
嘱
の
承
認
と
副
支
部
長

選
任
の
同
意
�
�
に
つ
い
て

審
議
し
、
了
承
し
た
。

ま
た
、
�
役
員
・
議
員
の

就
任
・
辞
任
�
次
期
２
号
議

員
の
選
任
�
米
国
ビ
ジ
ネ
ス

勉
強
会
の
開
催
�
「
２
０
２

５
年
日
本
国
際
博
覧
会
成

果
検
証
委
員
会
」
	
第
２
回

「
未
来
創
造
会
議
」
開
催



メ
ド
テ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
支
援

事
業
�
「
大
阪
港
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
再
編
に
関
す
る

要
望
」
�
２
０
２
７
年
国
際

園
芸
博
覧
会
の
機
運
醸
成



大
阪
市
東
成
区
役
所
と
大
阪

商
工
会
議
所
東
支
部
と
の
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
締

結
�
�
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会

員
数
は
法
人
２
万
３
２
３

０
、
団
体
１
０
２
０
、
個
人

７
９
６
９
の
合
計
３
万
２
２

１
９
と
な
っ
た
。

◎
２
号
議
員
の
補
欠
選
任

◆
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

（
６
月
２３
日
）
�
加
藤
敬
太

・
積
水
化
学
工
業
取
締
役
会

長◆
第
７
回
通
常
議
員
総
会
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。

一
、
日
時

２
０
２
６
年
７

月
３０
日
午
後
４
〜
５
時

二
、
場
所

大
阪
商
工
会
議

所
「
国
際
会
議
ホ
ー
ル
」

西原麻友子氏隅田あすか氏

◆
里
親
制
度
説
明
会
＆
里
親

体
験
談

９
月
５
日
、
１２
月

１２
日
、
来
年
３
月
６
日
各
回

と
も
午
後
２
〜
４
時
、
大
阪

市
役
所（
大
阪
市
北
区
）で
。

個
別
相
談
会
も
実
施
す
る
。

◎
大
阪
市
中
央
こ
ど
も
相
談

セ
ン
タ
ー
里
親
子
包
括
支
援

室
�
４
３
０
１
・
３
１
５
６

▼ナースタクシ
ー合同会社アス
ナー

ナースタクシーと金原琴玉さん

関関
西西
企企
業業
のの
４４
――
６６
月月
期期
業業
況況

合
同
会
社
ア
ス
ナ
ー

代
表
社
員金

原
琴
玉
さ
ん

▼詳細は
こちら

次期２号議員
各部会で選任

女
性
起
業
家
と
の
対
話
と
交
流

事
例
発
表
�
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
う
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
開
発
�

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

四
天
王
寺

ワ
ッ
ソ

協
力
呼
び
か
け

▼報告書は
こちら

常常
議議
員員
会会
開開
くく

大
商
女
性
会
の
通
常
総
会

久
保
田
会
長
が
再
任

大
商
の
事
業
活
用
で

はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家

看護師経験活かした介護タクシー事業

経
営
・
経
済

動
向
調
査

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る

中
東
情
勢
緊
迫
化
の
影
響
も

�
万
博
成
果
検
証
委
員
会
�報
告
書
が
公
表

レ
ガ
シ
ー
展
開
の
方
向
性
、剰
余
金
活
用
方
針
な
ど

（２）２０２６年（令和８年）７月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４００



Ｘ２年度

２８０，０００

２００，０００

４９，０００

２５，６００

Ｘ１年度

２２０，０００

１５０，０００

３４，８００

２１，５００

売上高

売上原価

経常利益

当期純利益

Ｘ２年度

１７７，９００

７４，０００

１９３，４００

３３３，５００

Ｘ１年度

１２７，７００

４５，０００

１６８，２００

２５６，２００

流動資産

流動負債

純資産合計

負債純資産合計

問合せ
ビジネス会計検定試験センター
�６９４４・６２９５
（土日、祝休日、８月１５日、
年末年始を除く１０：００～
１７：００）

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
財
務
諸
表
に
関
す
る
知
識
や
分
析
力
を
養
う
「
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
試
験
」
を
全
国
１７
都

市
で
実
施
し
て
い
る
。
財
務
諸
表
を
読
み
解
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
す
る
力
は
、
職
種
や
階
層
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
同
検
定
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
直
結
す
る
�
仕
事
に
役
立
つ
検
定
�
と
し

て
、
い
ま
注
目
を
集
め
て
い
る
。
２
０
２
５
年
度
の
受
験
申
込
者
数
は
１
万
６
千
人
に
の
ぼ
り
、
累
計
２０
万
人
を
突

破
。
研
修
や
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
検
定
を
導
入
し
、
団
体
申
し
込
み
で
受
験
す
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。

◆
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
と

は
？ビ

ジ
ネ
ス
会
計
検
定
は
、

貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算

書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

算
書
な
ど
の
財
務
諸
表
を
読

み
解
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用

す
る
力（
会
計
リ
テ
ラ
シ
ー
）

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

同
検
定
は
１
〜
３
級
で
構

成
さ
れ
、
３
級
は
「
財
務
諸

表
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎

的
な
力
」、
２
級
は「
経
営
戦

略
や
事
業
戦
略
を
理
解
で
き

る
分
析
力
」、
１
級
は「
会
計

情
報
を
分
析
し
て
企
業
評
価

で
き
る
力
」
を
修
得
す
る
こ

と
を
到
達
目
標
と
し
て
い

る
。検
定
の
学
習
を
通
じ
て
、

財
務
諸
表
に
関
す
る
知
識
や

分
析
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

◆
あ
ら
ゆ
る
職
種
や
階
層

に
求
め
ら
れ
る
会
計
リ
テ

ラ
シ
ー
を
養
う
�

財
務
諸
表
に
は
、
企
業
の

取
組
や
課
題
、
将
来
性
な
ど

を
示
す
様
々
な
情
報
が
含
ま

れ
て
い
る
。
財
務
諸
表
が
表

す
項
目
や
数
値
の
意
味
を
理

解
で
き
れ
ば
、
取
引
先
の
開

拓
や
分
析
に
役
立
ち
、
貸
し

倒
れ
な
ど
の
リ
ス
ク
も
予
測

・
回
避
で
き
る
。
さ
ら
に
、

財
務
諸
表
を
通
じ
て
自
社
の

経
営
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
経
営
者
だ
け
で
な
く
現

場
の
社
員
も
経
営
的
な
視
点

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
、
財
務
・
経
理
だ
け

で
な
く
営
業
や
企
画
部
門
な

ど
の
担
当
者
、
そ
し
て
一
般

社
員
か
ら
管
理
職
、
経
営
者

に
い
た
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

職
種
や
階
層
に
会
計
リ
テ
ラ

シ
ー
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
会
計
リ
テ
ラ
シ

ー
を
養
う
同
検
定
は
、
全
国

１７
都
市
で
年
２
回
（
３
月
と

１０
月
、
１
級
は
３
月
の
み
）

開
催
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０

７
年
の
開
始
以
来
、
累
計
受

験
申
込
者
数
は
２０
万
人
を
超

え
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
検

定
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。◆

簿
記
の
知
識
が
な
く
て

も
Ｏ
Ｋ
�

簿
記
検
定
は
、
日
々
の
取

引
を
帳
簿
に
記
録
し
、
財
務

諸
表
を
作
成
す
る
ス
キ
ル
の

修
得
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
会

計
検
定
は
、
作
成
さ
れ
た
財

務
諸
表
を
分
析
す
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い
る
。

例
え
る
な
ら
、「
地
図
を
作

る
」
こ
と
が
で
き
な
く
て
も

「
地
図
を
読
む
」
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、「
財
務
諸
表
を

作
る
」
た
め
の
簿
記
の
知
識

が
な
く
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
会

計
検
定
の
学
習
を
通
じ
て

「
財
務
諸
表
を
読
む
」
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

中央大学大学院ＭＢＡ課程在学
中、恩師からの紹介でビジネス会
計検定を知りました。もともと企
業会計に興味があったことに加
え、現在従事している企画業務で
も自社を取り巻く市場環境や戦略
を理解するために財務知識が必須
だと感じていました。
３級を受験するにあたり、まず

財務会計の基本的な見方や戦略上
重要な指標を学習し、あわせて簿
記３級の復習を行いました。複数
社の実例を確認しながら学習を進
める中で、上場企業の多くがグル
ープ連結で業績を発表しているこ
とに気づき、連結財務諸表が出題
される２級の受験を決意しまし
た。

公式テキストや問題集は専門用
語も丁寧に解説されており、私の
ような外国籍の受験者でも安心し
て体系的に理解できる内容でし
た。
検定合格に向けた学習を通じ

て、企業会計を体系的に学べたこ
と、そして会計に関する多様な考
え方や活用方法を整理できたこと
が受験してよかった点です。この
知識を現在携わっている事業企画
の業務に活かし、経営人材として
さらに成長していきたいと考えて
います。ビジネス会計検定はこれ
から経営人材を目指していく方々
にとって、財務知識の習得に非常
に役立つと感じています。

大阪商工会議所ではビジネス会
計検定の受験対策ＷＥＢ講座と関
連セミナーを実施している。
受験対策ＷＥＢ講座は２級（全

２１回）と３級（全１８回）を開講中。
公式テキストに沿って、要点を解
説し、総合問題の演習も行う。オ
ンデマンド配信のため、通勤など
のスキマ時間に視聴して、繰り返
し学習できる。
また、財務諸表を分析して仕事

に役立てたい方を対象に、「会社の
数字に強くなろう�～財
務諸表の読み方・活かし
方～」セミナーを７月１５
日、８月２０日に開催する。
時間は午後７～８時、オ
ンラインで。同一内容。

※上記は、掲載をご承諾いただいた企業名のみを掲載しています。

Ｑ 次の資料（金額単位：百万円）により、【問１】と【問２】の文章につ
いて、正誤の組み合わせとして正しいものを選びなさい。純資産を自己
資本とみなす。

【問１】（ア）Ｘ２年度の売上高売上原価率は、Ｘ１年度と比べて改善した。
（イ）流動比率からみると、Ｘ１年度からＸ２年度にかけて短期の

安全性は改善した。
【問２】（ア）Ｘ１年度からＸ２年度にかけて、総資本経常利益率は改善し

た。
（イ）Ｘ１年度からＸ２年度にかけて、自己資本当期純利益率は悪

化した。
【選択肢】 �（ア）正（イ）正 �（ア）正（イ）誤

�（ア）誤（イ）正 �（ア）誤（イ）誤

�解答� 【問１】 � 【問２】 �
�解説�
【問１】（ア）売上高売上原価率は、売上高に対する売上原価の割合を示す

指標であり、数値が小さい方が良いといえます。
売上原価÷売上高×１００（％）
で算定され、Ｘ１年度は６８．２％、Ｘ２年度は７１．４％です。

（イ）流動比率は、流動負債を決済するのに十分な流動資産がある
かどうかを判定する指標であり、数値が大きい方が安全性が
高いといえます。
流動比率（％）�流動資産÷流動負債×１００
で算定され、Ｘ１年度は２８３．８％、Ｘ２年度は２４０．４％です。

【問２】（ア）総資本経常利益率は、投下している資金総額で、企業の業績
を表す利益と位置づけられている経常利益をどれだけ稼いだ
かを示す指標です。
総資本経常利益率（％）�経常利益÷負債純資産合計×１００
で算定され、Ｘ１年度は１３．６％、Ｘ２年度は１４．７％です。

（イ）自己資本当期純利益率（ROE）は、株主の出資に対する収益
性を判断する指標であり、数値が大きい方が利益効率が高い
といえます。
自己資本当期純利益率（％）�当期純利益÷自己資本×１００
で算定され、Ｘ１年度は１２．８％、Ｘ２年度は１３．２％です。

◇２０２６年度ビジネス会計検定試験 試験要項
第４０回

２０２７年３月１４日（日）
１級・２級・３級

団体受付
２０２６年１２月１６日（水）
～２０２７年１月６日（水）

一般受付
２０２７年１月８日（金）
～１月２８日（木）
※コンビニ店頭決済の場合
１月２４日（日）まで

札幌、仙台、さいたま、東京、横浜、新潟、金沢、静岡、名
古屋、京都、大阪、神戸、岡山、広島、山口、松山、福岡

１級：１１，５５０円
２級： ７，４８０円
３級： ４，９５０円

◇団体試験
同一団体で受験者が１０人以上の場合には、団体申込が可能（団
体申込の受付は、８月３日から８月１９日まで）。

第３９回
２０２６年１０月１８日（日）
２級・３級

団体受付
２０２６年８月３日（月）
～８月１９日（水）

一般受付
２０２６年８月２１日（金）
～９月１０日（木）
※コンビニ店頭決済の場合
９月６日（日）まで

２級：７，４８０円
３級：４，９５０円

試験日
実施級

申込期間

試験会場

受験料
（税込み）

受験申込者数（人）

３級

２８１

７８

７８

４８

４４

４２

１８

３０

３０

３１

２級

１２

８

０

１

０

０

１７

３

０

０

１級

０

０

０

１

０

０

０

１

１

０

合計

２９３

８６

７８

５０

４４

４２

３５

３４

３１

３１

本社所在地

東京都新宿区

大阪府大阪市

東京都台東区

東京都千代田区

京都府京都市

大阪府大阪市

沖縄県那覇市

福岡県福岡市

東京都千代田区

香川県高松市

法人名

近畿日本ツーリスト

クリエイト

ノダ

ＹＫＫＡＰ

ＧＳユアサ

イムラ

沖縄セルラー電話

ダリア

アサガミ

西野金陵

順
位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

９

受験申込者数（人）

３級

２８

２４

２３

２０

２０

１８

１０

１６

１３

１３

２級

０

１

０

０

０

０

７

０

０

０

１級

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

合計

２８

２５

２３

２０

２０

１８

１７

１６

１３

１３

本社所在地

大阪府大阪市

大阪府堺市

埼玉県さいたま市

大阪府大阪市

大阪府大阪市

東京都千代田区

大阪府大阪市

東京都渋谷区

滋賀県彦根市

大阪府大阪市

法人名

ザ・パック

サカイ引越センター

イマギイレ

タブチ

天政松下

桐井製作所

エネアーク関西

ジャックス

近江鉄道

ハーマン

順
位

１１

１２

１３

１４

１４

１６

１７

１８

１９

１９

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
必
須
の
知
識

年
代
や
職
種
問
わ
ず

累計受験申込者数２０万人突破！

ビジネス会計検定試験で数字に強い人材育成

３級検定試験出題例

受験対策講座や
セミナーも実施

▼詳細は
こちら

ビジネス会計検定試験 ２０２５年度受験申込者数・上位法人

２、３級 合格者の声 財務知識の習得に役立つ

半導体事業会社勤務
中央大学大学院戦略経営研究科修了生

柳 鐘哲さん

２０２６年（令和８年）７月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４００特 集（３）
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ここ
れれ
かか
らら
のの

企企
業業
経経
営営
とと
法法
務務

��

Ｑ

Ａ

前
回
は
新
型
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）「
ク
ロ
ー
ド

・
ミ
ュ
ト
ス
」
や
そ
れ
と
同
等
レ
ベ
ル
の
Ａ
Ｉ

が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
悪
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
に
つ

い
て
概
説
し
た
。
価
値
観
を
共
有
し
な
い
国
や

犯
罪
組
織
が
、
こ
れ
ま
で
（
今
年
の
桜
が
咲
い

て
い
た
、
つ
い
こ
の
あ
い
だ
！
）
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
高
性
能
な
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
、
シ

ス
テ
ム
の
脆
弱
性
を
探
索
し
、
隙
あ
ら
ば
侵
入

し
て
デ
ー
タ
の
窃
取
な
ど
を
行
う
リ
ス
ク
の
こ

と
だ
。
例
え
て
言
う
な
ら
、
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ド
ア
（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
ル
ー
タ
な
ど
）
を
外
側
か

ら
ノ
ッ
ク
し
て「
ド
ア
が
開
か
な
い
か
」「
鍵
が

壊
れ
て
い
な
い
か
」
を
探
る
行
為
だ
。
今
年
の

秋
桜
が
散
る
季
節
に
も
な
れ
ば
、素
人
で
す
ら
、

自
然
言
語
で
簡
単
な
指
示
を
入
れ
さ
え
す
る

と
、
あ
と
は
Ａ
Ｉ
君
に
自
律
的
か
つ
労
基
法
無

視
で
「
仕
事
」
を
し
て
も
え
る
時
代
に
突
入
す

る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ド
ア
の
ノ
ッ
ク
は
「
外
側

か
ら
」
だ
け
と
は
限
ら
な
い
。「
内
側
か
ら
」
聞

こ
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃

被
害
を
含
む
広
い
意
味
で
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
事
故
の
一
定
割
合
は
内
部
犯
行
、
内
部
ミ
ス

に
起
因
し
て
い
る
（
米
国
ベ
ラ
イ
ゾ
ン
社
の
２

０
２
５
年
６
月
の
調
査
に
よ
る
と
製
造
業
で
１４

％
、
情
報
産
業
で
２２
％
）。

今
年
の
藤
が
咲
き
乱
れ
る
季
節
に
、
九
州
の

某
企
業
で
発
覚
し
た
事
例
を
紹
介
す
る
。
若
手

職
員
が
オ
フ
ィ
ス
内
で
撮
影
し
た
画
像
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
「
Ｂ
ｅ
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
」
に
投
稿
し
た
。
そ
こ
に

は
顧
客
７
人
の
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
が
映
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
拡
散
さ

れ
た
。「
Ｂ
ｅ
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
」
は
一
日
に
投
稿
で
き

る
回
数
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
限
定
さ
れ
て
お
り

（
通
知
が
届
い
て
か
ら
２
分
以
内
な
ど
）、か
つ
、

そ
の
場
で
撮
影
し
た
も
の
し
か
投
稿
で
き
な

い
。
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
場
の

風
景
を
手
当
た
り
し
だ
い
撮
影
す
る
こ
と
に
な

り
が
ち
だ
。
背
後
に
映
り
込
む
も
の
を
考
慮
す

る
余
裕
は
な
か
ろ
う
。
時
間
の「
圧
」、
自
己
顕

示
の「
欲
」。
こ
こ
が
怖
い
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
は
通
知
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
投
稿
し
な

い
と
「
友
達
」
の
投
稿
が
一
時
的
に
見
ら
れ
な

く
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い

ま
ど
き
の
若
者
に
と
っ
て
は「
怖
い
」こ
と
だ
。

「
Ｂ
ｅ
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
」
に
上
が
っ
た
デ
ー
タ
は

一
応
２４
時
間
以
内
に
消
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
公
開
範
囲
も
一
応
限
定
で
き
る
。
し
か
し

「
一
応
」
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
事
案
で
は
、「
友

達
」
ま
た
は
「
友
達
の
友
達
（
そ
ん
な
人
、
友

達
で
は
な
い
は
ず
！
）」が
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ

ト
や
物
理
撮
影
な
ど
で
ス
マ
ホ
な
ど
に
保
存
し

た
も
の
を
別
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
ア
ッ
プ
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。こ
う
な
る
と「
消

え
る
」
も
「
友
達
」
も
あ
っ
た
も
の
で
な
い
。

い
っ
た
ん
ネ
ッ
ト
に
上
が
っ
た
デ
ー
タ
は
「
消

え
な
い
」
と
思
っ
た
方
が
い
い
。
デ
ジ
タ
ル
タ

ト
ゥ
ー
と
い
う
言
葉
が
そ
れ
を
象
徴
し
て
い

る
。「
ち
ゃ
ん
と
消
し
ま
し
た
」と
言
わ
れ
て
も
、

そ
れ
を
額
面
通
り
信
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。「
不
存
在
の
証
明
」
な
ど
（
数
学
の
背
理
法

な
ど
を
除
け
ば
）で
き
る
は
ず
も
な
い
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
た
め
に

は
、
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
出
て
い
く
と
き
に
、
出
口
ド
ア
を
内
側
か

ら
ノ
ッ
ク
す
る
音
が
ち
ゃ
ん
と
聞
こ
え
る
体
制

に
し
て
お
く
べ
き
だ
。ノ
ッ
ク
の
音
や
方
角（
Ｉ

Ｐ
ア
ド
レ
ス
な
ど
）が
怪
し
け
れ
ば
遮
断
す
る
。

一
方
、
社
員
が
個
人
所
有
の
ス
マ
ホ
（
シ
ャ
ド

ー
Ｉ
Ｔ
）
を
使
う
場
合
は
ノ
ッ
ク
音
が
聞
こ
え

な
い
場
合
も
あ
る
。
ド
ア
で
は
な
く
窓
か
ら
出

て
い
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
こ
の
場
合
、
ス
マ

ホ
の
持
ち
込
み
や
使
用
を
禁
止
す
る
か
、
研
修

を
徹
底
す
る
し
か
な
い
。
研
修
は
「
常
識
で
考

え
よ
う
！

コ
ン
プ
ラ
遵
守
！
」で
は
不
十
分
。

○
×
を
個
別
具
体
的
に
列
挙
（
例
示
で
す
ら
不

十
分
か
も
！
）
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
へ
の
過
信
は
禁
物
だ
。

（
大
阪
商
工
会
議
所

経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

次
長

野
田

幹
稀
）

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
最
先
端
の
注
意
喚
起
情
報

に
つ
い
て
、
全
６
回
で
紹
介
す
る
。

当
社
の
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
事
実
と
異
な
る
悪
質
な

書
き
込
み
や
不
当
な
口
コ
ミ
が
投
稿

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
社
の
信
用
や
売

り
上
げ
へ
の
影
響
も
心
配
で
す
。
こ

の
よ
う
な
誹
謗
中
傷
や
不
当
な
口
コ

ミ
に
対
し
、
削
除
請
求
や
投
稿
者
へ

の
責
任
追
及
な
ど
、
何
か
と
り
得
る

手
段
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

◇

１

と
り
得
る
手
段

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

誹
謗
中
傷
や
不
当
な
口
コ
ミ
（
以
下

「
本
件
投
稿
」
と
い
い
ま
す
。）
に
対

す
る
対
処
は
、
�
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
管

理
者
等
へ
の
任
意
の
削
除
依
頼
�
裁

判
所
を
利
用
し
た
削
除
請
求
�
発
信

者
情
報
開
示
請
求
�
発
信
者
に
対
す

る
損
害
賠
償
請
求
・
刑
事
告
訴
等
―

―
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

２

証
拠
保
全
の
重
要
性

本
件
投
稿
の
削
除
請
求
等
を
す
る

と
し
て
も
、
発
信
者
情
報
開
示
手
続

や
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
こ
と
を
見

越
し
て
、
先
に
本
件
投
稿
の
内
容
等

を
証
拠
と
し
て
保
存
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、

本
件
投
稿
が
な
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
の
存
在
や
特
定
の
た
め
に
重
要
な

事
項
で
す
か
ら
、
本
件
投
稿
の
あ
る

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
保
存
す
る
際
に

は
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
「
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
」
か
ら

末
尾
ま
で
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

削
除
請
求
を
せ
ず
、
発
信
者
情
報

開
示
手
続
や
損
害
賠
償
請
求
を
進
め

る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
会
社
の
信

用
や
売
り
上
げ
に
影
響
を
与
え
得
る

本
件
投
稿
を
あ
え
て
放
置
し
て
お
く

メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
件
投

稿
の
削
除
前
に
証
拠
を
保
全
し
て
お

く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

３

削
除
請
求
と
責
任
追
及

削
除
請
求
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に

は
、
人
格
権
等
の
権
利
が
違
法
に
侵

害
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
し
ま
す
。

任
意
の
削
除
を
求
め
る
際
は
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
等
の
規
約
を
読
み
、
削

除
請
求
の
方
法
等
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
基
本
的
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

サ
ー
バ
ー
管
理
会
社
に
お
い
て
、
権

利
侵
害
を
是
正
す
る
た
め
の
手
続
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
、大
規
模

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
場
合

は
、
削
除
申
出
の
方
法
の
公
表
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す（
情
報
流
通

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
対
処
法
〈
以
下

「
法
」と
い
い
ま
す
。〉
２２
条
１
項
）。

裁
判
所
を
利
用
し
た
削
除
請
求
を

す
る
際
に
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
、

違
法
な
権
利
侵
害
が
あ
る
と
認
定
さ

れ
る
か
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
件
投
稿
の
発
信
者
に

損
害
賠
償
請
求
を
す
る
に
は
、
発
信

者
が
誰
で
あ
る
か
を
特
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
法
５

条
に
基
づ
き
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
提
供
に
関

わ
っ
て
い
る
者
等
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。）
に
対
し
、
発
信
者
の
氏
名
、住

所
等
の
情
報
を
開
示
す
る
よ
う
請
求

し
ま
す
。

発
信
者
の
特
定
に
成
功
し
た
後

は
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償

請
求
（
民
法
７
０
９
条
）
が
可
能
で

す
。本

件
投
稿
が
、
名
誉
毀
損
罪
や
偽

計
業
務
妨
害
罪
に
該
当
し
得
る
ほ
ど

悪
質
な
場
合
は
、
刑
事
告
訴
や
被
害

届
の
提
出
に
よ
り
、
刑
事
事
件
と
し

て
対
処
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

４

ま
と
め

以
上
の
と
お
り
、
本
件
投
稿
に
対

し
て
は
、
削
除
請
求
、
発
信
者
情
報

開
示
請
求
、
民
事
責
任
及
び
刑
事
責

任
の
追
及
と
い
っ
た
手
段
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
手
段
を
と

る
た
め
に
、
速
や
か
に
証
拠
を
保
全

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

（
大
阪
弁
護
士
会

弁
護
士

黒
岩

太
一
）

個
人
が
容
易
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
、
企
業
が
誹
謗
中
傷
等

の
被
害
を
受
け
る
機
会
は
増
え
て
い
ま
す
。
適
切
な
手
段
選
択
の
判
断

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
大
阪
弁
護
士
会
の
中
小
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

支
援
セ
ン
タ
ー
で
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

�
ポ
イ
ン
ト
� 綾

子
は
晩
年
聖
書
に
あ
る
こ
の

一
節
を
好
み
、
自
分
流
の
言
い
回

し
で「
自
分
が
も
ら
う
よ
り
も
な
、

人
に
し
て
あ
げ
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

え
え
で
」
と
語
り
な
が
ら
、
損
得

は
後
回
し
Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
＆
Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ

の
精
神
で
生
涯
そ
の
信
念
を
貫
い

た
。
周
り
も
自
分
も
幸
せ
と
感
じ

ら
れ
る
人
生
を
歩
ん
だ
ア
ヤ
コ
ら

し
い
言
葉
で
あ
っ
た
。

「
皆
さ
ん
、
手
を
止
め
て

２
階
の
会
議
室
へ
集
ま
っ
て

く
だ
さ
い
」。ス
ピ
ー
カ
ー
越

し
に
響
く
Ａ
社
長
の
声
に
、

工
場
の
機
械
が
ひ
と
つ
、
ま

た
ひ
と
つ
と
止
ま
っ
て
い

く
。そ
の
光
景
を
前
に
、ふ
と

足
が
す
く
み
そ
う
に
な
る
。

―
―
従
業
員
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
事
実
を
ど
う
受
け

止
め
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
日
は
、
従
業
員
へ
の
開

示
の
日
。
こ
の
瞬
間
の
張
り

詰
め
た
空
気
に
は
、
何
度
立

ち
会
っ
て
も
慣
れ
る
こ
と
が

な
い
。

契
約
が
結
ば
れ
、
Ｍ
＆
Ａ

が
成
約
す
る
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
は
本
当
の
意
味
で

の
事
業
承
継
は
完
結
し
な

い
。
む
し
ろ
、
そ
の
先
に
待

っ
て
い
る
「
従
業
員
へ
の
説

明
」
こ
そ
が
、
経
営
者
に
と

っ
て
最
大
の
山
場
な
の
だ
。

や
が
て
、
従
業
員
の
皆
さ

ん
が
次
々
と
会
議
室
に
集
ま

っ
て
く
る
。
ど
こ
か
不
安
げ

な
空
気
が
漂
う
中
、
Ａ
社
長

が
静
か
に
口
を
開
い
た
。

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
っ
て
オ
ー
ナ

ー
が
変
わ
る
こ
と
。そ
し
て
、

自
身
が
本
日
付
で
社
長
を
退

任
す
る
こ
と
。そ
の
言
葉
を
、

誰
も
遮
る
こ
と
な
く
、
静
か

に
受
け
止
め
て
い
く
。
う
な

ず
く
ベ
テ
ラ
ン
社
員
。
涙
を

こ
ら
え
る
若
手
社
員
。
安
堵

の
色
を
に
じ
ま
せ
る
工
場

長
。そ
こ
に
は
、声
に
な
ら
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
行
き

交
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
共

通
し
て
い
た
の
は
、
経
営
者

の
決
断
を
ま
っ
す
ぐ
受
け
止

め
よ
う
と
す
る
姿
だ
っ
た
。

こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で

に
、
Ａ
社
長
が
ど
れ
ほ
ど
悩

み
、
考
え
抜
い
て
き
た
か
。

会
社
の
未
来
と
、
従
業
員
一

人
ひ
と
り
の
人
生
。
そ
の
両

方
を
背
負
い
な
が
ら
、
何
度

も
立
ち
止
ま
り
、
そ
れ
で
も

前
に
進
み
、
よ
う
や
く
た
ど

り
着
い
た
決
断
だ
っ
た
。
そ

の
過
程
を
間
近
で
見
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
私
は
、
そ
の
重

み
ご
と
丁
寧
に
伝
え
た
い
と

思
っ
た
。

「
こ
の
日
の
た
め
に
、
今

か
ら
何
が
で
き
る
か
」。そ
の

問
い
は
、
す
べ
て
の
経
営
者

に
突
き
つ
け
ら
れ
る
も
の
だ

と
思
う
。
私
た
ち
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
そ
の
問
い
と
向
き
合
い

続
け
る
経
営
者
の
背
中
に
寄

り
添
い
、
最
後
ま
で
伴
走
す

る
存
在
で
あ
り
た
い
。そ
う
、

あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
た
一

日
だ
っ
た
。

日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
草
分
け
的
な
存
在

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
利
用
（
特
定
原
産
地
証

明
書
取
得
）
ま
で
の
考
え
方
や
流
れ
な
ど
を
解
説
す
る
勉

強
会
を
開
い
て
い
る
。

８
月
４
日
に
開
く
３
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
特
定
原
産
地

証
明
書

取
得
ま
で
の
道
の
り
と
注
意
点
」。
こ
れ
ま
で

の
相
談
や
審
査
の
過
程
か
ら
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
、
実
務
担

当
者
が
理
解
す
べ
き
手
続
き
の
流
れ
や
注
意
点
な
ど
を
取

り
上
げ
る
。
講
師
は
大
商
国
際
部
の
孫
康
忠
課

長
。午

前
９
時
３０
分
〜
正
午
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９
４
４
・
６
４
１
１

人
的
資
本
経
営
や
女
性
活
躍
推
進
の
観
点
か
ら
、
近
年

注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
「
女
性
特
有
の
健
康
課
題
」
。
大

阪
商
工
会
議
所
は
８
月
６
日
、
人
材
の
採
用
・
定
着
や
社

内
の
生
産
性
向
上
を
目
指
す
企
業
に
向
け
て
実
践
的
な
解

決
策
を
提
示
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

最
新
の
ト
レ
ン
ド
や
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
２
０
２

７
に
向
け
た
最
新
の
調
査
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

ま
た
、
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
の
共
有
や
参
加
企
業
間

で
の
対
話
を
通
じ
、
各
社
が
明
日
か
ら
実
行
で
き
る
具
体

的
な
戦
略
構
築
を
支
援
す
る
。
セ
ミ
ナ
ー
後
は
懇
親
会
も

開
く
。
人
事
・
経
営
者
層
な
ど
が
対
象
。

午
後
４
時
〜
６
時
３０
分
。
会
場
参
加
は
丸
紅

大
阪
支
社
（
大
阪
市
北
区
）
で
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
参
加
も
可
能
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�
６
９
４
４
・
６
４
５
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
創
業
を
目
指
す
人
や
創
業
間
も

な
い
事
業
者
を
対
象
と
し
た
集
中
講
座
を
、
８
月
２２
日
か

ら
９
月
２６
日
ま
で
全
５
回
で
開
催
す
る
。

同
講
座
で
は
、
経
営
戦
略
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
税
務
、

資
金
調
達
な
ど
創
業
に
必
要
な
知
識
を
体
系
的
に
学
び
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
。
講
師
は
、
山
岸
祥
治
中
小
企

業
診
断
士
を
は
じ
め
、
石
橋
研
一
税
理
士
・
中
小
企
業
診

断
士
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
大
阪
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

�
上
勝
彦
所
長
、
先
輩
起
業
家
の
ｖ
ｅ
ｌ
ｖ
ｅ
ｔ
の
黒
田

賢
義
氏
や
未
病
マ
ー
カ
ー
研
究
所
の
岡
田
隆
彦
代
表
ら
。

受
講
生
同
士
の
交
流
機
会
も
設
け
ら
れ
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
に
も
つ
な
が
る
。
同
講
座
は
国
が
認
定
し
た

大
阪
市
の
「
特
定
創
業
支
援
等
事
業
」
と
し
て
実
施
す
る

た
め
、８
割
以
上
受
講
し
、修
了
し
た
方
に
は
、「
支
援
実

施
報
告
書
」
を
発
行
す
る
。

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
、
大
阪
御
堂
筋
ビ
ル

（
大
阪
市
中
央
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�
６
９
４
４
・
６
４
７
２

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
大
阪
を
舞
台
に
活
躍

し
た
企
業
家
の
高
い
志
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
な
ど
の
「
企

業
家
精
神
」
を
伝
え
る
施
設
。
先
人
た
ち
の
仕
事
に
対
す

る
思
い
や
英
知
に
触
れ
る
こ
と
は
、
貴
社
の
内
定
者
が

「
仕
事
と
は
」
、
あ
る
い
は
「
社
会
人
に
必
要
な
心
構

え
」
な
ど
を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
。

１０
人
以
上
の
団
体
の
場
合
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
企
業
家

精
神
の
説
明
と
館
内
案
内
を
実
施
。「
内
定
者

の
研
修
に
最
適
」
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

「「事事業業承承継継・・ＭＭ＆＆ＡＡのの舞舞台台裏裏」」̶̶支支援援現現場場かかららのの本本音音メメッッセセーージジ̶̶

従
業
員
に
伝
え
る
日
、

事
業
承
継
の
本
当
の
重
み

第
２
章

▼センター
のＨＰ

与
う
る
は
受
く
る
よ
り
幸
い
な
り

こ

し
の

あ
や

こ

小
篠

綾
子
（
１
９
１
３
〜
２
０
０
６
）

コ
シ
ノ
商
事
株
式
会
社
、
大
阪
洋
装
洋
品
協
同
組
合
、

株
式
会
社
ヒ
ロ
コ
コ
シ
ノ
、Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
株
式
会
社
、
株
式
会
社
ミ
チ
コ
コ
シ
ノ
ジ
ャ
パ
ン

�８５�

速
や
か
な
証
拠
保
全
が
重
要

�２�

企業における誹謗中傷とその対応

大
阪企企

業業
家家
のの
鑑鑑

―
経
営
者
の
名
言
―

「今そこにある危機」との
終わりなき戦い

「今そこにある危機」との
終わりなき戦い

「「今今そそここににああるる危危機機」」ととのの
終終わわりりななきき戦戦いい

またサイバー
セキュリティ

の話か！

�２�

ドアをノックする音が変なの。内側から聞こえるのよ！

大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

兼
田

亜
貴

センターが経営者に伴走支援

同
じ
志
の
仲
間
づ
く
り

開
業
支
援
の
集
中
講
座

女
性
特
有
の
健
康
問
題

解
決
策
提
示
に
向
け
セ
ミ
ナ
ー

Ｅ
Ｐ
Ａ
利
用
勉
強
会
ｖ
ｏ
ｌ
�３

実
務
者
の
傾
向
と
対
策

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

内
定
者
研
修
に
も
活
用

（４）２０２６年（令和８年）７月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４００



大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大

阪
府
内
の
中
小
事
業
者
に
専

門
家
を
派
遣
す
る
事
業
（
エ

キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
）
を
実

施
し
て
い
る
。
今
回
は
、
同

事
業
を
利
用
し
て
経
営
課
題

を
解
決
し
た
卸
売
業
の
事
例

を
紹
介
す
る
。◇

メ
タ
ル
ド
ゥ
（
大
阪
市
浪

速
区
）
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
・

レ
ア
ア
ー
ス
、
非
鉄
金
属
の

リ
サ
イ
ク
ル
と
販
売
を
行
う

専
門
商
社
。
同
社
は
、
国
内

外
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
在
庫

を
各
拠
点
で
管
理
し
て
い
た

た
め
、
在
庫
情
報
が
拠
点
ご

と
に
分
散
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
商
品
の
検
収
済
み
・

未
検
収
の
状
況
を
一
元
的
に

把
握
で
き
ず
、
総
在
庫
量
や

時
価
ベ
ー
ス
の
在
庫
金
額
、

粗
利
額
や
損
益
状
況
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
に
あ
っ
た
。
同
社
は
在

庫
情
報
を
統
合
し
て
管
理
し

た
い
と
考
え
た
が
、
社
内
に

は
シ
ス
テ
ム
開
発
や
デ
ー
タ

管
理
に
関
す
る
専
門
知
識
を

持
つ
人
材
が
少
な
く
、
通
常

業
務
と
並
行
し
て
新
た
な
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
困

難
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
大
商
の
専
門
家

派
遣
制
度
を
活
用
し
、
Ｉ
Ｔ

専
門
家
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
業
務
効
率
化
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
の
結
果
、
生
成
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）を
活
用
し
て
、

各
拠
点
で
異
な
る
形
式
の
在

庫
デ
ー
タ
を
共
通
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
へ
自
動
変
換
・
統
合
し
、

共
通
ア
プ
リ
を
構
築
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
社
の
総

在
庫
量
や
時
価
在
庫
金
額
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
損
益
状
況

の
見
え
る
化
を
実
現
し
た
。

ま
た
、
拠
点
間
の
情
報
共
有

が
円
滑
に
な
り
、
在
庫
管
理

の
精
度
が
向
上
し
た
ほ
か
、

こ
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け

に
商
品
コ
ー
ド
な
ど
の
社
内

ル
ー
ル
の
整
備
も
進
み
、
全

社
的
な
在
庫
管
理
レ
ベ
ル
の

向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

塩
田
健
司
社
長
は
今
回
の

支
援
に
つ
い
て
「
中
小
企
業

の
支
援
経
験
が
豊
富
な
専
門

家
が
、
自
社
の
事
情
を
よ
く

理
解
し
た
上
で
、
シ
ス
テ
ム

構
築
に
つ
ま
ず
く
た
び
に
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ

た
。
支
援
を
受
け
る
前
に
比

べ
て
、
社
員
も
生
成
Ａ
Ｉ
に

興
味
を
持
ち
、
在
庫
管
理
以

外
の
業
務
に
も
活
用
で
き
な

い
か
、
普
段
か
ら
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
後
は
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
伝
票
管
理
の
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

７
日
、
中
小
事
業
者
を
対
象

に
、
セ
ミ
ナ
ー
と
専
門
家
と

の
交
流
会
を
開
く
。

数
多
く
の
中
小
企
業
に
対

し
、
生
成
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
導
入

・
活
用
支
援
を
行
う
大
商
の

登
録
専
門
家
で
グ
ラ
ス
ハ
パ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
中
野

雅
公
代
表
取
締
役
が
、「
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
し
て
、
で
き
る

こ
と
を
増
や
す
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

補
助
金
申
請
な
ど
の
作
成
方

法
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務

の
効
率
化
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｗ
Ｅ

Ｂ
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
な

ど
、
す
ぐ
に
現
場
で
実
践
で

き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
事
例
も
説

明
す
る
。

大
商
の
専
門
家
派
遣
制
度

（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
）

を
紹
介
す
る
ほ
か
、
大
商
の

新
事
業
・
新
商
品
開
発
、
経

営
戦
略
、
販
路
開
拓
、
製
造

技
術
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
登
録
専

門
家
が
参
加
す
る
交
流
会
も

開
く
。

午
後
２
時
〜
４
時
３０
分
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

２９
日
、
次
世
代
産
業
に
お
け

る
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
促
進

す
る
「
次
世
代
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ク
ラ
ス
タ
ー
会
議
を
開
く
。

今
回
は
、
次
世
代
の
純
国

産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目

さ
れ
る
「
次
世
代
型
地
熱
発

電
」
と
「
天
然
水
素
」
を
テ

ー
マ
に
取
り
上
げ
る
。

基
調
講
演
で
は
、
地
下
構

造
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
な

ど
を
研
究
す
る
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
の
�
健

教
授
が
、
資
源
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
と
将
来
の
展
開
に
つ
い
て

解
説
す
る
。

事
例
発
表
で
は
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
Ｘ
ｐ
ｌ
ｏ
ｒ
ａ
の
村

上
浩
康
・
低
炭
素
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
開
発
部
主
席
地
質
技

師
が
天
然
水
素
と
人
工
増
進

水
素
の
研
究
開
発
に
お
け
る

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
Ｇ

ｅ
ｏ
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
の
夘
瀧

高
久
社
長
が
日
本
で
の
次
世

代
地
熱
発
電
の
実
装
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

す
る
。
２
０
３
０
年
代
以
降

の
商
用
化
に
向
け
て
動
き
が

加
速
す
る
次
世
代
地
熱
発
電

や
天
然
水
素
の
分
野
で
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
探

る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

午
後
２
〜
５
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

２４
日
、ビ
ジ
ネ
ス
勉
強
会「
サ

ン
ト
リ
ー
の
新
規
事
業
開
発

事
例
〜
大
阪
か
ら
世
界
へ

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ク
ラ
フ
ト
ジ

ン
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」
を
開
く
。
こ

れ
は
、「
共
創
脈
々
―
あ
ほ
ち

ゃ
う
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ

リ
」
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
る
も
の
。

今
回
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
リ

キ
ュ
ー
ル
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
部

の
鳥
井
和
之
技
術
顧
問
、
白

州
蒸
溜
所
の
中
島
俊
治
工
場

長
、
片
岡
啓
介
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
３
氏

が
登
壇
し
、「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ク
ラ
フ
ト
ジ
ン
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」

の
開
発
秘
話
に
つ
い
て
語

る
。も

の
づ
く
り
の
哲
学
や
組

織
横
断
的
な
協
働
、
ブ
ラ
ン

ド
構
築
の
実
践
例
を
通
じ

て
、
新
規
事
業
成
功
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
べ
る
必
見
の
機

会
。午

後
２
〜
３
時
、大
商
で
。

グ
ラ
ン
プ
リ
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
い
な
い
企
業
も
参
加
可

能
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

２９
日
、
次
世
代
産
業
に
お
け

る
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
促
進

す
る
「
次
世
代
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
の
今
年
度
第
１
回

と
な
る
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
タ
ー
会
議
を
開
く
。

テ
ー
マ
は
、「
こ
こ
か
ら
は

じ
ま
る
宇
宙
×
ビ
ジ
ネ

ス
」。宇
宙
分
野
へ
の
参
入
を

考
え
る
企
業
も
対
象
に
、
そ

の
巨
大
な
市
場
性
と
、
実
際

に
同
分
野
に
展
開
し
た
企
業

の
実
例
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
。

Ｐ
ｗ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
榎
本
陽
介
シ
ニ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

分
野
全
体
を
俯
瞰
し
解
説
。

事
例
紹
介
で
は
、
月
面
プ
ラ

ン
ト
の
開
発
を
率
い
る
日
揮

グ
ロ
ー
バ
ル
の
深
浦
希
峰
・

月
面
プ
ラ
ン
ト
ユ
ニ
ッ
ト
リ

ー
ダ
ー
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の

エ
ン
ジ
ン
部
品
に
携
わ
る
イ

セ
工
業
の
秋
庭
新
吉
代
表
取

締
役
が
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
立

ち
上
げ
の
経
緯
や
ポ
イ
ン

ト
、
会
社
に
も
た
ら
し
た
効

果
な
ど
を
話
す
。

登
壇
者
、
参
加
者
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
も
予

定
。
午
前
１０
時
〜
正
午
、
大

商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

２１
日
、タ
イ
投
資
委
員
会（
Ｂ

Ｏ
Ｉ
）
大
阪
と
と
も
に
、「
タ

イ
投
資
セ
ミ
ナ
ー
〜
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
タ
イ
の
成
長

領
域
と
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
」
を

開
く
。

東
南
ア
ジ
ア
最
多
６
千
社

以
上
の
日
系
企
業
が
進
出
す

る
タ
イ
で
は
、
国
際
的
な
経

済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
現

地
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
も
多
様

化
し
て
お
り
、
製
造
業
だ
け

で
な
く
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
持

続
的
な
事
業
機
会
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
。

ラ
ピ
ー
ポ
ン
・
バ
ン
チ
ョ

ン
シ
ラ
パ
在
大
阪
タ
イ
総
領

事
が
あ
い
さ
つ
す
る
ほ
か
、

吉
井
ス
タ
ー
ス
ィ
ニ
ー
Ｂ
Ｏ

Ｉ
大
阪
所
長
に
よ
る
Ｂ
Ｏ
Ｉ

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
施
策
な

ど
投
資
環
境
の
紹
介
、
タ
イ

駐
在
歴
の
あ
る
支
援
機
関
か

ら
の
情
報
提
供
、
進
出
日
系

企
業
に
よ
る
具
体
的
な
経
験

談
を
披
露
す
る
。

午
後
２
時
３０
分
〜
４
時
３０

分
、
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
（
大

阪
市
中
央
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
大
阪

府
、
大
阪
市
と
連
携
し
、
大

阪
で
の
実
証
実
験
を
希
望
す

る
企
業
を
支
援
す
る
「
実
証

事
業
推
進
チ
ー
ム
大
阪
」
を

設
置
し
て
い
る
。
そ
の
一
環

で
８
月
２７
日
、
企
業
事
例
紹

介
や
参
加
者
の
交
流
を
目
的

と
し
た
「
実
証
事
業
都
市
・

大
阪
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

官
民
連
携
に
よ
る
実
証
実

験
の
豊
富
な
経
験
を
持
つ
沖

電
気
工
業
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
小

田
高
広
シ
ニ
ア
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
、
実
証
実
験
か

ら
事
業
化
・
ビ
ジ
ネ
ス
化
に

つ
な
げ
る
勘
所
を
解
説
す

る
。
ま
た
、
大
阪
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
し
た
実
証
実
験
（
リ

ア
ラ
イ
ズ
造
園
設
計
事
務

所
、
ミ
ラ
テ
ク
ド
ロ
ー
ン
）

の
事
例
発
表
や
実
証
事
業
支

援
策
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
支
援
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
午

前
９
時
３０
分
〜
正
午
、
大
商

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

３１
日
、「
Ｍ
ｏ
Ｔ
Ｔ
ｏ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

中

堅
・
中
小
企
業
の
た
め
の
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促

進
セ
ミ
ナ
ー
〜
あ
の
企
業
に

�
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
文
化
�

が
根
付
い
た
理
由
」を
開
く
。

日
本
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
会
の
成
富
一
仁

代
表
理
事
が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
や

成
功
す
る
企
業
の
共
通
点
に

つ
い
て
基
調
講
演
す
る
。

湯
本
電
機
と
ニ
シ
ト
発
條

製
作
所
が
、新
事
業
・
挑
戦
を

生
み
出
す
仕
組
み
づ
く
り
や

ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
事
例
紹

介
す
る
。午
後
３
〜
５
時
、大

商
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

メタルドゥは、レアメタル・レアアース、非鉄金属
のリサイクルと販売を行う専門商社

大
阪
商
工
会
議
所
は
経
営

者
・
経
営
幹
部
・
後
継
者
を

対
象
に
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
出
す
組
織
へ
〜
経
営

者
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
実

践
ゼ
ミ
」
を
開
く
。

企
業
の
持
続
的
成
長
に
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

す
組
織
づ
く
り
が
重
要
。
先

進
企
業
の
成
功
・
失
敗
事
例

を
学
び
な
が
ら
、
自
社
の
組

織
変
革
を
実
践
的
に
進
め

る
。
学
ん
だ
内
容
を
持
ち
帰

っ
て
実
践
し
、
そ
の
結
果
や

課
題
を
次
回
の
ゼ
ミ
で
共
有

・
議
論
す
る
実
践
型
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
参
加
者
同
士
で
課

題
や
取
り
組
み
を
共
有
し
、

実
践
と
振
り
返
り
を
重
ね
る

こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
す
る
組
織
へ
の
変
革

を
目
指
す
。
原
則
、
午
後
３

時
〜
５
時
３０
分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

【第１回】９月１４日
変化を恐れない組織づ
くり～挑戦と成長を生
み出す経営者とは

大阪亜鉛工業 社長
林 由起 氏

大
阪
商
工
会
議
所
は
大
阪

府
内
の
中
小
企
業
や
創
業
希

望
者
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、税
理
士
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
専
門

家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
（
表
）。

契
約
や
取
引
条
件
の
確

認
、
債
権
回
収
、
損
害
賠
償
、

労
務
ト
ラ
ブ
ル
、就
業
規
則
、

労
働
・
社
会
保
険
、
賃
金
・

人
事
制
度
、
法
人
税
や
所
得

税
、
資
産
税
、
経
理
の
Ｄ
Ｘ

化
、
税
制
改
正
へ
の
対
応
、

会
社
設
立
、
新
事
業
立
案
、

創
業
計
画
策
定
、「
も
の
づ
く

り
補
助
金
」「
先
端
設
備
等
導

入
計
画
」「
経
営
革
新
計
画
」

な
ど
の
申
請
、
生
産
管
理
・

販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
診
断
と

活
用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
な
ど

の
活
用
、
新
製
品
開
発
、
生

産
性
向
上
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
手
法
、
販
路
開
拓
の
進
め

方
、
新
規
融
資
、
借
換
の
進

め
方
、
借
入
金
の
返
済
条
件

の
見
直
し
、
金
融
機
関
へ
の

対
応
、
取
適
法
や
独
占
禁
止

法
へ
の
対
応
な
ど
経
営
者
の

立
場
に
立
ち
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
。

相
談
は
面
談
・
電
話
と
も

可
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

【第２回】１０月２３日
「元気でなんかおもろ
い」組織を創る！～ア
ンケートの危機感から
始まった面談改革

かね善 社長
岡田 善靖 氏

大
阪
商
工
会
議
所
な
ど
で

構
成
す
る
「
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ｕ
ｐ

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
２
０
２
６（
Ｇ
Ｓ
Ｅ
２

０
２
６
）実
行
委
員
会
」は
、

世
界
を
代
表
す
る
デ
ィ
ー
プ

テ
ッ
ク
の
国
際
イ
ベ
ン
ト

「
Ｇ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
６
」
を
、

経
済
産
業
省
な
ど
と
の
共
催

で
１０
月
５
〜
７
日
、
う
め
き

た
・
中
之
島
ク
ロ
ス
（
大
阪

市
北
区
）
な
ど
で
開
く
。

こ
れ
は
、
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ

ク
の
最
前
線
を
牽
引
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
の
経
営
者
や

革
新
的
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
創
業
者
ら
が
一
堂
に
会

し
、
最
新
の
技
術
ト
レ
ン
ド

や
社
会
実
装
に
お
け
る
リ
ア

ル
な
課
題
、
未
来
の
産
業
を

い
か
に
創
造
し
て
い
く
か
を

語
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
国
内
外

の
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
・
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
が
、
研
究
開
発

に
根
ざ
し
た
革
新
的
な
事
業

や
技
術
を
世
界
に
向
け
て
発

信
す
る
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス

ト
、
国
内
外
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
ブ
ー
ス
展
示
な
ど
で

構
成
。

こ
の
ほ
ど
、
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
ブ
ー
ス
出
展
、
ピ
ッ

チ
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
や

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
へ
の
登
録

の
募
集
が
始
ま
っ
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

持続可能な組織文化と
コミュニケーションの
築き方

シーエスエス 取締役
人財投資部長

石田 康子 氏

【第３回】１１月２６日
挑戦で築く会社の未来
～気づきを築きに変え
る教育型マネジメント
の実践
ヒューマンテックグル
ープ 社長

濱中 明弘 氏

２０２６年度 専門相談
時間

午後２～４時

午前９時３０分～正午

午後１～４時

午前１０時～正午、
午後１～４時

午後１～５時

午後１～５時

午後１～５時

午前９時～正午、
午後１～５時

午前１０時～正午

日時、場所は調整のうえお知らせします

�相談回数�◎印の分野は、それぞれ１年度につき５回まで。
☆印の分野は、当該分野間をまたいで１年度につき合計５回
まで。※曜日、時間を変更する場合あり。※大阪府の補助金
「小規模事業経営支援事業費補助金」を受けて実施。

曜日

月～金曜日

火・水・木曜日

月・金曜日

月～金曜日

水曜日

第４週木曜日

第２・４週火曜日

火・木曜日

第１木曜日

分野

◎法律

◎人事労務・メンタルヘルス対策

◎経理・会計、税務

☆新事業開発・創業

☆ＩＴ（情報技術）

☆ものづくり・技術

☆営業・マーケティング

金融

取適法、独占禁止法

知的財産
（特許、商標、意匠など）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
組
織
へ

経
営
者
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
実
践
ゼ
ミ

▼
メ
タ
ル
ド
ゥ

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

中
小
企
業
の
経
営
課
題
に
専
門
家
が
対
応

専
門
相
談
窓
口

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

実
証
実
験
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
化
へ

▼詳細は
こちら

ポ
イ
ン
ト
解
説

デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
の

最
新
技
術
を
発
信

▼詳細は
こちら

Ｇ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
６

オープンイノベーション

チャレンジする
企業風土づくり

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

エエエエエエエエエエエエエエキキキキキキキキキキキキキキススススススススススススススパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトト
ババババババババババババババンンンンンンンンンンンンンンクククククククククククククク

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキススススススススススススススススススススススススススススパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ババババババババババババババババババババババババババババンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンクククククククククククククククククククククククククククク

経営課題の
解決に

メ
タ
ル
ド
ゥ社

長

塩
田

健
司
氏

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
し
社
内
で

在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築

デ
ジ
タ
ル
活
用
で
時
短
と
売
り
上
げ
向
上

�
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
�紹
介
も

タ
イ
の
投
資
環
境
紹
介

進
出
日
系
企
業
か
ら
経
験
談
も

ジャパニーズクラフトジンROKU

サントリーに学ぶ
新規事業成功の勘所

次
世
代
型
地
熱
発
電
と
天
然
水
素

純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
探
る

注
目
の
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

市
場
性
や
参
入
事
例
な
ど

２０２６年（令和８年）７月１０日 金曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４００（５）
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大商ビジネススクール
研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp
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若手社員・中途入社社員の基本マナーの学び直しにも若手社員・中途入社社員の基本マナーの学び直しにも！若手社員・中途入社社員の基本マナーの学び直しにも！若手社員・中途入社社員の基本マナーの学び直しにも！
新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座新入・若手社員ビジネスマナー１日【集中】講座
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主任・係長育成講座＜２ ＞ 後 輩 指 導主任・係長育成講座＜ ２＞後輩指 導編主任・係長育成講座＜ ２＞後輩指 導編主任・係長育成講座＜２ ＞ 後 輩 指 導 編
部下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る ！部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る ！部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る ！
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「なぜか伝わらない」を改善！話し方講座「なぜか伝わらない」を改善！話し方講座「なぜか伝わらない」を改善！話し方講座「なぜか伝わらない」を改善！話し方講座
話 す こ と が 苦 手 な 方 、 自 信 が な い 方 に オ ス ス メ ！話 す こ と が 苦 手 な 方 、 自 信 が な い 方 に オ ス ス メ ！話 す こ と が 苦 手 な 方 、 自 信 が な い 方 に オ ス ス メ ！

人 事 評 価 者 訓 練 講 座人 事 評 価 者 訓 練 講 座人 事 評 価 者 訓 練 講 座人 事 評 価 者 訓 練 講 座
演習とチェックシートで、管理職必須の３つの評価スキルを身につける！

基本操作からプリントまで。効率的で高品質なドキュメント制作を習得！基本操作からプリントまで。効率的で高品質なドキュメント制作を習得！基本操作からプリントまで。効率的で高品質なドキュメント制作を習得！基本操作からプリントまで。効率的で高品質なドキュメント制作を習得！
I n D e s i g nI n D e s i g n 基 本 講 座基 本 講 座I n D e s i g n 基 本 講 座I n D e s i g n 基 本 講 座

経営者目線で自分を高める！自身を振り返り、高い視座で俯瞰できる部長に！経営者目線で自分を高める！自身を振り返り、高い視座で俯瞰できる部長に！経営者目線で自分を高める！自身を振り返り、高い視座で俯瞰できる部長に！経営者目線で自分を高める！自身を振り返り、高い視座で俯瞰できる部長に！
エグゼクティブ人材を目指す！部長職のステップアップセミナーエグゼクティブ人材を目指す！部長職のステップアップセミナーエグゼクティブ人材を目指す！部長職のステップアップセミナーエグゼクティブ人材を目指す！部長職のステップアップセミナー

入 社 半 年 フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修入 社 半 年 フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修入 社 半 年 フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修入 社 半 年 フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修
次 代 を 担 う 大 切 な 新 戦 力 を ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ次 代 を 担 う 大 切 な 新 戦 力 を ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ次 代 を 担 う 大 切 な 新 戦 力 を ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ

若手・中堅社員に必須の「仕事力」養成講座若手・中堅社員に必須の「仕事力」養成講座若手・中堅社員に必須の「仕事力」養成講座若手・中堅社員に必須の「仕事力」養成講座
ビジネスに不可欠な５大スキルを徹底的にマスタービジネスに不可欠な５大スキルを徹底的にマスタービジネスに不可欠な５大スキルを徹底的にマスタービジネスに不可欠な５大スキルを徹底的にマスター

恩田恭平氏
堀美和子氏

鈴木蔵人氏

大阪商工会議所は「入社半年
フォローアップ研修」を開催す
る。
入社約半年を経た新入社員

は、仕事に少し慣れ、余裕がで
きる一方、「今の仕事のやり方で
よいのか」「仕事が思い通りに運
ばない」といった不安を抱え込
んでしまうことも多い。
同講座では、育て上げてきた

新人たちが、前向きな意識をも
ち、自信をもって仕事に臨める

よう、「効率的な
仕事の進め方の
具体策の習得と
コミュニケーシ
ョンスキルの向
上」を目的とし、
指導する。

講師は、ウィズネスの本田妃
世代表取締役。１０月７
日午前１０時～午後５
時。

大阪商工会議所は、「人事評価
者訓練講座」を開催する。
管理職になったことで直面す

る課題の一つが、「人事評価」。
人事評価の基本的なポイントを
知らずに取り組むと、企業内部
に様々な歪みを生みだす。
同講座では新任管理職が直面

する課題である「人事評価」の
ポイントを網羅的に学び、「目標
設定スキル」「評価スキル」「面

談スキル」とい
う３つのスキル
を、演習を通し
て身につける。
講師は新経営

サービスの岡野
隆宏人材開発部

マネジャー。９月１７日
午後１～５時。

大阪商工会議所は、「新入・若
手社員ビジネスマナー１日【集
中】講座」を開催する。
社会人としての基礎となる心
構えや、組織において求められ
る役割・行動を学び、ビジネス
マナーの重要性について理解を
深め、言葉遣い、来客応対・訪
問、電話応対など、実践演習を
通じて基本マナーを身につけ実

践できるよう指
導する。
講師は、ビジ

ネスプラスサポ
ートの川勝愛・
人財育成プロデ
ューサ

ー。９月９日午前１０時
～午後５時。

本田妃世氏岡野隆宏氏
川勝愛氏

大阪商工会議所は、「主任・係
長育成講座�２�後輩指導編」
を開催する。
同講座では、チーム運営や実

務の要となる主任・係長（入社
８～１３年目社員）を対象に、チ
ームリーダーとして組織を一体
化し、部下・後輩と良好な関係
を作り、指導するために必要な
スキル、知識について学ぶ。そ
して、問題発見・課題解決アプ

ローチ、業務改
善アプローチ手
法を学び、自社、
自チームの改善
点について具体
的に考える。
講師は、ＣＤ

Ｍの伊東廣賀代表。９
月１５日午前１０時～午後
５時。

大阪商工会議所は、レイアウ
トソフト 「InDesign基本講座」
を開催する。
「InDesign」は雑誌、新聞、
カタログ、パンフレット、書籍
といった数十～数百ページにわ
たる制作物を効率的に制作でき
る。
同講座では「一枚もの」「見開

きのページもの」を作成しなが

ら、「フレーム」による基本的な
レイアウト方法から印刷入稿ま
で、一連の作業の流れを紹介す
る（ＰＣ・ソフトは会場で用
意）。
講師はＴｏｏ専属講師。９月

１７日午前１０時～午後５
時、江戸堀ヤタニビル
（大阪市西区）で。

大阪商工会議所は、「若手・中
堅社員に必須の『仕事力』養成
講座」を開催する。
どの世界でも基本をおろそか

にして一流になることはあり得
ない。これからの会社を背負っ
て立つ入社１０年目ごろまでの若
手・中堅社員を対象として、ビ
ジネスに必須の５つのスキルを
徹底的にマスターすることで、

会社に必要とさ
れる�できる社
員�を目指す。
講師は、ＥＭ

Ｉコンサルティ
ングの福井充雄
代表。

１０月８日午前１０時～午
後５時。

伊東廣賀氏
福井充雄氏

大阪商工会議所は、「エグゼク
ティブ人材を目指す�部長職の
ステップアップセミナー」を開
催する。
部長の役割をあらためて見直

し、より上のクラスの部長を目
指す。どうすればモチベーショ
ンが上がるのか、経営理念がい
かに重要かなど、理論も含めて
ワークをしながら取り組んでい

く実践的なセミ
ナー。
講師は、セル

フ・インプルー
ブの和田勉代表
取締役。９月２９
日午前

１０時～午後５時。

大阪商工会議所は、「『なぜか
伝わらない』を改善�話し方講
座」を開催する。
あなたの話を分かりにくくし
ている原因別に、２０年以上話し
方やプレゼンのトレーニングを
行なっているプロ講師が「わか
りやすくなった」と言われるた
めの話し方のコツを解説する。
講師は、日本プレゼンテーシ

ョン教育協会の
西原猛代表理
事。９月１６日午
前１０時３０分～午
後５時３０分、ワ
ンストップビジ
ネスセ

ンター大阪本町（大阪
市西区）で。

和田勉氏

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

入
社
後
、
新
薬
開
発
に
お
い
て
多
様
な

業
務
を
経
験
し
、
ア
ジ
ア
臨
床
開
発
部
で

は
、
日
本
・
韓
国
・
中
国
を
対
象
と
し
た

臨
床
試
験
の
推
進
を
担
当
。
各
国
の
規
制

や
文
化
を
踏
ま
え
た
試
験
運
営
に
尽
力
し

た
。
海
外
メ
ン
バ
ー
と
の
積
極
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
地

域
に
お
け
る
臨
床
開
発
の
基
盤
構
築
に
も

貢
献
し
た
。

ま
た
、
中
枢
神
経
領
域
に
お
け
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
と
密
に
連
携
し
な
が
ら
新
薬
の
製

造
販
売
承
認
取
得
を
達
成
し
た
。

そ
の
後
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
若
手
育

成
室
の
室
長
に
就
任
し
、
臨
床
開
発
担
当

者
を
育
て
る
た
め
の
３
年
間
の
育
成
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
ゼ
ロ
か
ら
構
築
。
座
学
と
臨

床
開
発
業
務
の
実
践
機
会
を
組
み
合
わ
せ

た
教
育
を
通
じ
て
、
次
世
代
人
材
の
育
成

に
大
き
く
貢
献
し
た
。

２
０
２
４
年
か
ら
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
室

で
、
臨
床
試
験
の
信
頼
性
・
品
質
向
上
に

向
け
た
体
制
整
備
と
運
営
を
担
い
、
新
薬

の
承
認
取
得
に
向
け
た
品
質
確
保
に
尽
力

し
て
い
る
。

２５
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
受
賞
。

今
年
１
月
か
ら
現
職
を
務
め
る
。
米
国

を
は
じ
め
各
国
の
メ
ン
バ
ー
と
連
携
し
、

よ
り
効
率
的
で
信
頼
性
の
高
い
臨
床
試
験

の
運
営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
人
材
の
育

成
を
継
続
し
、
組
織
全
体
の
品
質
向
上
と

持
続
的
な
成
長
を
目
指
す
。

西原猛氏

�ドラッカーに学ぶ経営幹部の
ためのマネジメント講座
～発展し続ける組織になるた
めに、会社の未来価値を創造
する�
大阪商工会議所は、「ドラッカー

に学ぶ経営幹部のためのマネジメ
ント講座」を開催する。
企業にとって「成長」とは、企

業価値の向上、組
織活力の源泉であ
り、発展し続ける
組織になるために
必要不可欠な存在
である。
同講座では、経

営者に求められるマネジメントス
キルをドラッカー思想に基づくカ
リキュラムで学ぶ。
日 時 ８月７日１０：００～１７：００

講 師 御堂筋税理士法人／御堂
筋パートナーズ
の恩田恭平経営
コンサルタント

�「広報を始めたい」経営者、
広報初心者のためのＰＲ入門
基礎講座
～明日から「広報を担当して
ください」と言われても大丈
夫�

大阪商工会議所
は、「『広報を始め
たい』経営者、広
報初心者のための
ＰＲ入門基礎講
座」を開催する。
同講座では、広

報の本質（�社会から応援される
こと）を理解し、実際にどうすれ
ばいいのかを学ぶ。「明日から広報
を担当してください」と言われて
も大丈夫になる４時間。自社にも
広報が必要と考えている方、既存
の広報に悩んでいる方が対象。
日 時 ８月１９日１３：００

～１７：００
講 師 PR's Labo.の

堀美和子代表

�人事担当者が知っておくべき
法律トラブル実務講座
～経験豊富な弁護士が、よく
ある紛争事例と一歩先を行く
最新の実務対応を解説�
大阪商工会議所は、「人事担当者

が知っておくべき法律トラブル実
務講座」を開催する。

人事トラブル・
紛争は、各社にお
いて相当類似した
状況において生じ
ている実態がある
が、あらかじめそ
のポイントを把握
しておくことで、適切に紛争を回
避することが可能。

同講座ではよくある裁判での紛
争事例を紹介するとともに、就業
規則の整備方法などによる実務対
応策を、講師の豊富な経験に基づ
いて解説する。オンライン受講可。
日 時 ８月２０日１３：００～１７：００
講 師 色川法律事務所

の鈴木蔵人弁護
士

次
世
代
人
材
の
育
成
に
貢
献

＜８０＞

女性リーダーたち活躍する

８～１０月開催の講座

石田 美紀 さん

大塚製薬
新薬開発本部
クリニカルインプリメンテーション部 部長
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